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幸
田
露
伴
「
供き
ょ

食う
し

會か
い

社し
ゃ

」（
一
九
一
二
）
と
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
堺

利
彦
、
簡
易
生
活 

―

吉
田 
大
輔

は
じ
め
に

高
度
経
済
成
長
期
を
境
に
「
飽
食
の
時
代
」
が
到
来
し
た
と
言
わ
れ
、
そ
の
延
長
に
あ
る

現
在
の
日
本
で
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
が
、
人
類
史
は
、
飢
え
と
の
闘
い
の
歴
史
で
あ
る
。
ど

の
よ
う
に
効
率
よ
く
食
料
を
生
産
し
分
配
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
東
西
の
あ
ら
ゆ
る
社
会

を
い
ま
も
悩
ま
せ
て
い
る
。
ま
た
、
食
事
と
そ
の
準
備
は
人
間
に
と
っ
て
重
要
な
快
楽
で
あ

る
一
方
で
、
面
倒
で
わ
ず
ら
わ
し
い
も
の
で
も
あ
る
。
食
事
の
準
備
を
簡
素
に
し
て
い
く
こ

と
は
け
し
て
些
末
な
問
題
で
は
な
く
、
近
代
都
市
に
流
入
す
る
単
身
者
や
核
家
族
の
生
活
改

善
と
切
実
に
結
び
つ
い
た
重
要
な
課
題
だ
っ
た
。

二
十
世
紀
の
食
品
産
業
の
革
新
者
た
ち
は
、
大
つ
か
み
に
言
っ
て
、
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ

た
り
、
簡
単
な
調
理
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
食
品
を
工
場
で
大
量
生
産
す
る
こ
と
で
、
こ
う
し

た
問
題
へ
答
え
を
出
そ
う
と
し
た
。
企
業
家
た
ち
の
発
明
し
た
食
品
が
庶
民
の
願
望
に
形
を

与
え
、
庶
民
は
そ
れ
ら
を
歓
迎
し
て
、
二
十
世
紀
の
食
事
は
大
き
く
簡
素
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
発
明
さ
れ
普
及
し
た
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
れ
を

発
明
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
医
師
、
ジ
ョ
ン
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
・
ケ
ロ
ッ
グ
（John H

arvey K
el-

logg,1852-1943

）
は
禁
欲
的
な
奇
人
で
、
十
九
世
紀
の
終
わ
り
ご
ろ
、
性
欲
を
抑
え
る
た
め
の

食
事
と
し
て
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
を
考
え
た
（
こ
の
ほ
か
に
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
も
彼
の
発
明
で
あ
る
）。
性

欲
を
抑
え
る
健
康
食
と
い
う
彼
の
当
初
の
思
惑
と
は
ず
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
〇
六
年

ご
ろ
、
弟
・
ウ
ィ
ル
・
キ
ー
ス
・
ケ
ロ
ッ
グ
（W

ill K
eith K

ellogg,1860-1951

）
が
砂
糖
を
添
加
し

た
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
を
売
り
出
す
と
、
忙
し
い
朝
に
う
っ
て
つ
け
の
朝
食
と
し
て
瞬
く
間
に

こ
の
食
品
は
大
人
気
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
人
の
朝
の
風
景
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
日
本
で
も
、
た
と
え
ば
、
安
藤
百
福
（
一
九
一
〇-

二
〇
〇
七
）
率
い
る
日
清
食
品
が
一
九

五
八
年
に
売
り
出
し
た
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
、
同
じ
く
日
清
食
品
が
一
九
七
一
年
に
売
り
出
し

た
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
、
大
塚
食
品
な
ど
の
社
長
を
務
め
た
大
塚
明
彦
（
一
九
三
七-

二
〇
一
四
）
が

考
案
し
一
九
六
八
年
に
発
売
さ
れ
た
ボ
ン
カ
レ
ー
、
同
じ
く
大
塚
の
考
案
に
よ
る
一
九
八
三

年
発
売
の
カ
ロ
リ
ー
メ
イ
ト
な
ど
、
食
事
の
風
景
を
一
変
さ
せ
た
二
十
世
紀
の
新
し
い
食
品

は
数
多
く
存
在
す
る
。
す
ぐ
に
口
に
で
き
る
食
品
を
大
規
模
に
生
産
し
、
庶
民
の
生
活
を
楽

に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
業
界
だ
け
で
は
な
い
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
は

じ
め
と
す
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
や
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
さ
れ
る
食
品
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
売
ら
れ
る
弁
当
や
総
菜
な
ど
の
背
後
に
は
、

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
と
呼
ば
れ
る
集
約
化
さ
れ
た
調
理
施
設
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
十
世

紀
の
食
品
産
業
の
要
諦
は
、
大
規
模
に
集
合
的
に
食
品
を
加
工
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
提
供
さ
れ
る
食
事
は
、
そ
の
味
気
な
さ
と
画
一
性
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
食
品
産
業
の
恩
恵
を
ま
っ
た
く
受
け
ず
に
暮
ら
す
現
代
人
も
ほ
と
ん
ど
い
な

い
だ
ろ
う
。
二
十
世
紀
に
大
規
模
化
し
て
い
っ
た
食
品
産
業
に
数
多
の
問
題
が
あ
る
こ
と
も

承
知
な
が
ら
、
貧
し
い
人
や
調
理
す
る
余
力
の
な
い
人
を
廉
価
で
簡
単
な
食
事
が
無
数
に
救
っ

た
こ
と
も
想
像
で
き
る
の
で
、
筆
者
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
の
肯
定
的
な
側
面
に
目
が
行
く
。

本
稿
で
は
、
未
来
の
食
品
産
業
が
大
規
模
化
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
予
見
し
た
小
説
と
し

て
、
幸
田
露
伴
（
一
八
六
七-

一
九
四
七
）
の
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
少
年
文
学
「
供

食
會
社
」（
一
九
一
二
年
一
月
、『
実
業
少
年
』）
を
取
り
上
げ
た
い
。
露
伴
に
は
幻
想
作
家
と
し
て
の

側
面
が
あ
る
一
方
で
、
新
し
く
合
理
的
な
も
の
を
率
直
に
喜
ぶ
一
面
が
あ
っ
た
。「
供
食
會

社
」
に
は
、
そ
の
よ
う
な
露
伴
の
見
過
ご
さ
れ
や
す
い
一
面
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。「
供
食
會

社
」
の
テ
ー
マ
は
炊
飯
と
い
う
わ
ず
ら
わ
し
い
家
事
か
ら
の
解
放
で
あ
る
。
自
炊
し
な
が
ら

共
同
生
活
を
送
る
二
人
の
苦
学
生
が
、
清
潔
で
質
の
よ
い
食
べ
物
を
廉
価
に
提
供
し
て
く
れ

る
「
大
供
食
會
社
」
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
と
議
論
し
、
話
は
や
が
て
炊
き
立

て
の
ご
飯
を
配
達
す
る
「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
及
び
、
こ
う
し
た
会
社

を
将
来
や
っ
て
み
せ
る
、
と
宣
言
し
て
終
わ
る
。
ご
く
気
楽
に
書
か
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
短

い
小
説
で
あ
り
、
そ
の
文
学
的
価
値
を
云
々
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
が
、
い
ま
述
べ
て

き
た
よ
う
な
二
十
世
紀
の
食
品
産
業
が
た
ど
る
道
を
予
見
し
た
小
説
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

興
味
深
い
問
題
が
こ
の
小
品
か
ら
見
え
て
く
る
。
以
下
、
本
論
で
は
、
ま
ず
、
掲
載
媒
体
『
実

業
少
年
』
の
性
質
や
、「
供
食
會
社
」
が
こ
の
作
品
の
前
年
（
一
九
一
一
年
）
に
書
か
れ
た
「
御

手
製
未
来
記
」
と
の
連
続
性
を
持
つ
作
品
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
次
に
、「
供
食
會
社
」

の
内
容
を
や
や
詳
し
く
確
認
し
て
み
た
い
。
そ
の
う
え
で
、「
供
食
會
社
」
の
作
中
で
述
べ
ら

れ
る
外
食
産
業
の
新
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
同
時
代
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い

う
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
展
的
に
受
容
し
、
炊
き
立
て
御
飯
の
デ
リ
バ

リ
ー
会
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
と
日
本
化
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
こ
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う
し
た
ご
飯
配
達
会
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
露
伴
に
先
ん
じ
て
、
社
会
主
義
者
・
堺
利
彦

（
一
八
七
一-

一
九
三
三
）
の
「
家
庭
の
新
風
味
」（
一
九
〇
一-

一
九
〇
二
）
な
ど
に
も
す
で
に
見
ら
れ

る
発
想
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
共
同
炊
事
が
、
資
本
主
義
的
な
文
脈
か
ら

も
社
会
主
義
的
な
文
脈
か
ら
も
同
時
代
的
に
夢
み
ら
れ
た
背
景
と
し
て
、「
簡
易
生
活
」
と
い

う
当
時
の
流
行
概
念
が
両
者
を
ゆ
る
や
か
に
結
ぶ
も
の
だ
っ
た
と
考
え
う
る
こ
と
を
述
べ
る
。

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
こ
の
作
品
の
文
化
的
意
義
を
考
察
し
た
い
。

一
、『
実
業
少
年
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
と
幸
田
露
伴
、
石
井
研
堂

露
伴
は
、
一
八
八
九
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
の
間
に
、
啓
蒙
的
な
少
年
文
学
を
多
く
書

く
が
、
露
伴
の
こ
う
し
た
作
品
群
に
は
、
石
井
研
堂
（
一
八
六
五-

一
九
四
三
）
が
編
集
者
と
し
て

並
走
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
も
の
が
一
定
数
見
ら
れ
、
露
伴
の
少
年
文
学
を
考
え
る
う
え
で

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
言
え
る
。
念
の
た
め
確
認
し
て
お
け
ば
、
明
治
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
事

物
の
起
源
を
集
め
た
博
物
誌
『
明
治
事
物
起
原
』
の
仕
事
で
有
名
な
研
堂
は
、『
小
国
民
』

（
一
八
八
九-

一
八
九
五
）
や
『
実
業
少
年
』（
一
九
〇
八-
一
九
一
二
）
の
編
集
を
行
う
ほ
か
、『
少
年
工

芸
文
庫
』（
一
九
〇
二-

一
九
〇
四
）『
理
科
十
二
ヵ
月
』（
一
九
〇
八
）
な
ど
を
刊
行
し
、
明
治
期
の

啓
蒙
的
な
少
年
文
学
へ
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
人
物
で
、
露
伴
と
は
親
し
い
友
人
で
あ
っ

た
。
筆
者
は
、
露
伴
が
最
後
に
少
年
文
学
を
複
数
発
表
し
た
『
実
業
少
年
』
と
い
う
雑
誌
の

特
異
性
に
注
目
し
、
媒
体
と
の
関
係
か
ら
こ
の
時
期
の
露
伴
の
少
年
文
学
の
意
義
を
解
き
明

か
そ
う
と
す
る
研
究
を
近
年
行
っ
て
い
る
。
博
文
館
か
ら
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
一
二
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
実
業
少
年
』（
博
文
館
）
は
、
研
堂
が
編
集
長
を
つ
と
め
た
少
年
向
け
ビ
ジ
ネ
ス

雑
誌
で
あ
る
。
少
年
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
は
、
今
日
で
は
成
立
し
え
な
い
よ
う
な
性
格
の
雑

誌
だ
が
、
こ
れ
は
明
治
期
の
終
わ
り
ご
ろ
、
次
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
生
ん
だ
メ
デ
ィ
ア

だ
っ
た
。

明
治
改
元
（
一
八
六
八
）
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、「
こ
れ
か
ら
は
身
分
で
は
な
く
個
人
の

才
覚
に
よ
っ
て
立
身
出
世
で
き
る
時
代
に
な
る
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

ス
マ
イ
ル
ズ
著
、
中
村
正
直
訳
『
西
国
立
志
編
』（
一
八
七
一
）
や
福
澤
諭
吉
『
学
問
の
す
ゝ
め
』

（
一
八
七
二
）
と
い
っ
た
啓
蒙
思
想
家
た
ち
の
著
作
を
通
じ
て
、
社
会
に
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
明
治
初
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
宿
っ
て
い
た
思
想
は
、
個
人
の
学
問
の
力
を
重
視

す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
の
の
ち
の
学
歴
社
会
を
整
備
・
強
化
し
て
い
く
方
向
へ
と
つ
な

が
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
思
想
は
、
自
助
的
な
人
物
像
（
セ
ル
フ
メ
イ
ド
・
マ
ン
）
を
称
揚

す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
学
歴
社
会
の
外
部
で
独
学
し
た
り
、
学
校
教
育
に
回
収
さ
れ
な
い

未
知
の
領
域
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
人
間
を
励
ま
す
側
面
も
持
っ
て
い
た
。
こ
の
二
面
性
の

う
ち
、
後
者
の
側
面
を
強
く
継
承
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
明
治
後
期
に
学
歴
社
会
が
よ

り
整
備
さ
れ
て
い
く
さ
ま
を
横
目
に
見
つ
つ
成
立
し
た
、
働
く
少
年
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌

だ
っ
た
だ
ろ
う
。
明
治
か
ら
大
正
へ
と
時
代
が
転
換
す
る
一
九
一
〇
年
前
後
は
、
明
治
初
期

と
比
較
し
て
、
立
身
出
世
す
る
た
め
に
学
歴
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
等
小
学

校
へ
の
進
学
率
が
急
速
に
拡
大
し
た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
等
小
学
校
を
十
四
歳
前
後

で
卒
業
し
た
者
の
う
ち
、
そ
の
ま
ま
上
級
学
校
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
二
割
か
ら
三

割
程
度
で
あ
り
、
進
学
で
き
な
か
っ
た
少
年
た
ち
の
多
く
は
、
商
工
業
の
労
働
に
従
事
し
た
。

つ
ま
り
、
一
九
一
〇
年
前
後
の
日
本
社
会
に
は
、
高
等
小
学
校
ま
で
進
学
で
き
た
こ
と
で
さ

ら
な
る
栄
達
へ
の
欲
望
を
強
く
喚
起
さ
れ
つ
つ
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
か
ら
中
学
以
上
に
進

学
で
き
ず
、
な
お
立
身
出
世
の
夢
を
あ
き
ら
め
ら
れ
な
い
少
年
た
ち
が
多
く
存
在
し
た
。
こ

う
し
た
状
況
を
竹
内
洋
は
「
高
等
小
学
校
現
象
」
と
呼
ぶ
（1）
。
こ
う
し
た
時
代
状
況
か
ら
生

ま
れ
た
独
特
な
媒
体
が
、
働
く
少
年
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
で
あ
り
、『
実
業
少
年
』
の
ほ
か
、

『
成
功
』（
成
功
雑
誌
社
、
一
九
〇
二-

一
九
一
五
年
）
な
ど
が
似
た
性
質
を
持
つ
。『
実
業
少
年
』
の
数

少
な
い
先
行
研
究
で
佐
藤
洋
一
が
言
う
よ
う
に
、『
実
業
少
年
』
は
、「
高
等
小
学
校
現
象
」

に
対
す
る
研
堂
か
ら
の
応
答
だ
っ
た
だ
ろ
う
（2）
。
こ
れ
ら
の
雑
誌
は
、
政
治
家
や
官
僚
な
ど

の
栄
達
コ
ー
ス
を
進
む
た
め
に
学
歴
が
必
須
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
社
会
の
中
で
、
学
歴
に

よ
ら
な
い
成
功
の
場
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
（
商
業
・
工
業
）
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
、
と
い
う
希
望
を

描
き
、
彼
ら
を
鼓
舞
し
、
知
識
を
教
授
し
よ
う
と
し
た
。
三
宅
雪
嶺
（
一
八
六
〇-

一
九
四
五
）
は
、

『
想
痕
』
で
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
の
若
者
文
化
を
、
欧
州
大
陸
か
ら
の
影
響
を

受
け
た
「
懐
疑
頽
廃
の
傾
向
」
の
強
い
文
学
青
年
的
な
も
の
と
、
英
米
か
ら
の
影
響
を
受
け

た
「
決
意
奮
闘
」
を
「
奨
励
」
す
る
実
業
志
向
の
も
の
と
の
「
二
箇
の
潮
流
」
に
よ
っ
て
説

明
し
て
お
り
、「
實
業
雑
誌
と
文
學
雑
誌
」
と
は
こ
の
時
期
の
若
者
の
二
種
の
気
分
を
表
す
も

の
だ
と
言
っ
て
い
る
（3）
。
露
伴
は
、
中
学
以
上
に
進
学
で
き
た
若
者
た
ち
の
文
化
、
一
九
〇

三
年
の
藤
村
操
の
自
殺
が
象
徴
す
る
「
煩
悶
青
年
」
の
よ
う
な
現
象
に
は
ほ
と
ん
ど
共
感
し

な
い
一
方
で
（
露
伴
「
青
年
時
代
の
娯
楽
」
一
九
〇
六
年
）、
石
井
研
堂
の
『
実
業
少
年
』、
村
上
濁
浪

の
『
成
功
』
に
は
頻
繁
に
寄
稿
し
た
。
つ
ま
り
、
雪
嶺
の
時
代
認
識
に
従
っ
て
言
え
ば
、
明

治
末
か
ら
大
正
初
期
に
か
け
て
「
決
意
奮
闘
」
を
「
奨
励
」
す
る
「
實
業
雑
誌
」
に
積
極
的

に
関
与
し
た
の
が
露
伴
だ
っ
た
。
少
年
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
の
う
ち
、『
成
功
』
は
復
刻
版
も

刊
行
さ
れ
、
研
究
も
進
ん
で
い
る
が
、『
実
業
少
年
』
に
関
し
て
は
か
な
り
手
薄
な
状
況
で
あ

り
、
特
に
文
学
研
究
の
視
点
か
ら
こ
の
雑
誌
を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
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た
。『
実
業
少
年
』
は
、
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
も
か
な
り
少
な
く
、
こ
の
完
全
な
揃
い
を

持
っ
て
い
る
図
書
館
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
基
礎
的
な
書
誌
な
ど
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
筆
者

は
調
査
を
重
ね
て
き
た
。
筆
者
が
『
実
業
少
年
』
の
調
査
・
蒐
集
を
行
っ
て
い
く
と
、『
実
業

少
年
』
へ
露
伴
が
寄
せ
た
原
稿
は
、
新
た
に
筆
者
が
見
つ
け
た
も
の
も
含
め
て
二
十
回
に
及

ぶ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（4）
。

二
、「
御
手
製
未
来
記
」（
一
九
一
一
）
続
編
と
し
て
の
「
供
食
會
社
」（
一
九
一
二
）

本
論
で
取
り
上
げ
る
一
九
一
二
年
の
「
供
食
會
社
」
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
に
な
る
の

は
、
こ
の
作
品
が
前
年
の
一
九
一
一
年
に
『
実
業
少
年
』
へ
連
載
さ
れ
た
「
御
手
製
未
来
記
」

の
構
想
半
ば
で
の
終
了
の
の
ち
、「
御
手
製
未
来
記
」
の
た
め
に
露
伴
が
構
想
し
た
ア
イ
デ
ィ

ア
を
流
用
し
て
生
ま
れ
た
複
数
の
短
編
の
一
つ
だ
と
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。

『
実
業
少
年
』
に
露
伴
が
発
表
し
た
文
章
の
う
ち
、
特
に
重
き
を
な
す
の
が
、
一
九
一
一
年

一
月
～
十
二
月
の
一
年
間
、
も
っ
と
も
長
く
連
載
さ
れ
た
「
御
手
製
未
来
記
」
だ
っ
た
（
一
九

一
五
年
『
立
志
立
功
』
で
の
再
録
に
際
し
て
「
番
茶
會
談
」
と
改
題
）。「
御
手
製
未
来
記
」
は
、
実
業
界
で

成
功
し
よ
う
と
夢
見
る
少
年
た
ち
が
、
本
を
共
同
購
入
し
、
知
識
を
交
換
し
、
議
論
す
る
読

書
会
を
や
っ
て
お
り
、
そ
の
発
展
と
し
て
「
番
茶
會
」
と
い
う
議
論
の
た
め
の
集
ま
り
も
行
っ

て
い
る
と
い
う
描
写
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
会
で
、
い
ま
自
分
が
な
に
も
持
た
ず
に
世
の
中
に

飛
び
出
し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
身
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
少
年
の
ひ
と
り

が
言
う
。
す
る
と
、
そ
う
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
多
く
提
供
し
て
く
れ
る
「
妙
な
人
」
と
知
り

合
っ
た
の
で
そ
の
人
か
ら
話
を
聞
こ
う
、
と
別
の
少
年
が
提
案
す
る
。
露
伴
本
人
を
連
想
さ

せ
る
「
妙
な
人
」
が
、
い
ま
だ
世
の
中
で
な
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
商
業
・
工
業
ア
イ
デ
ィ

ア
に
つ
い
て
少
年
た
ち
と
具
体
的
に
語
り
あ
う
、
と
い
う
の
が
作
品
の
大
枠
で
あ
る
。「
御
手

製
未
来
記
」
は
、
作
中
で
語
ら
れ
る
未
来
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
豊
富
さ
が
一
番
の
読
み
ど
こ
ろ

と
な
る
小
説
で
あ
り
、
①
カ
ー
ド
式
整
理
法
、
②
飛
行
機
が
戦
争
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
際
の
防
空
方
法
、
③
無
線
電
力
輸
送
、
④
常
灯
銀
行
（
二
四
時
間
営
業
の
銀
行
）、
⑤
盗
難
保
険

会
社
、
⑥
警
察
の
民
営
化
、
⑦
捕
盗
装
置
（
監
視
カ
メ
ラ
）、
⑧
薬
物
を
利
用
し
た
犯
罪
歴
の
あ

る
人
間
の
検
知
（
犬
を
使
う
）、
⑨
移
動
昇
降
場
（
動
く
駅
）、
⑩
随
意
昇
降
場
（
客
が
鉄
道
か
ら
飛
び

お
り
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
）、
⑪
単
軌
鉄
道
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）、
⑫
大
空
道
路
（
飛
行
機
の
道
路
）、
⑬
無
機

関
車
（
風
力
を
使
う
）、
⑭
空
気
力
車
（「
圧
搾
空
気
」
を
使
う
）、
⑮
圧
搾
空
気
製
造
会
社
、
⑯
「
液

体
空
気
」
の
動
力
利
用
、
⑰
冷
室
器
（
ク
ー
ラ
ー
）、
⑱
鶏
卵
孵
化
器
（
温
泉
を
使
う
）
な
ど
が
語

ら
れ
て
い
る
。
筆
者
は
す
で
に
、
二
〇
二
〇
年
に
発
表
し
た
別
稿
で
、
こ
う
し
た
作
中
の
ア

イ
デ
ィ
ア
の
一
部
は
現
実
の
実
業
界
の
動
き
と
呼
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
掲
載
誌
『
実
業
少

年
』
の
他
記
事
な
ど
と
結
び
つ
く
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
論
じ
た
（5）
。

本
稿
と
同
時
に
発
表
す
る
別
稿
（6）
で
詳
し
く
述
べ
る
予
定
だ
が
、『
実
業
少
年
』
の
調
査
・

蒐
集
を
続
け
て
い
る
と
、「
御
手
製
未
来
記
」
に
関
し
て
引
き
続
き
重
要
な
発
見
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。「
御
手
製
未
来
記
」
に
は
、
全
集
そ
の
他
の
再
録
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
最
終
回
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
最
終
回
を
踏

ま
え
る
と
「
御
手
製
未
来
記
」
と
「
供
食
会
社
」
の
連
続
性
が
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
別
稿
の
要
点
の
み
言
う
。
ま
ず
、
露
伴
直
筆
の
「
御
手
製

未
来
記
」
原
稿
が
永
青
文
庫
（
東
京
都
文
京
区
）
に
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
、
そ

こ
に
は
全
集
そ
の
他
に
収
録
が
な
い
「
御
手
製
未
来
記
」
の
最
終
回
の
原
稿
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
原
稿
だ
け
で
は
な
く
、
初
出
誌
『
実
業
少
年
』
に
も
、
全
集

そ
の
他
に
収
録
が
な
い
最
終
回
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
両
者
は
、
ほ
ぼ
符
合

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
原
稿
・
初
出
誌
双
方
で
「
御
手
製
未
来
記
」
の
知
ら
れ
ざ
る
最
終
回

が
確
認
で
き
た
。
新
発
見
の
「
御
手
製
未
来
記
」
の
文
章
で
は
、
実
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
思
い

つ
く
た
め
の
根
本
的
な
原
理
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
、
少
年
た
ち
は
「
妙
な
人
」
に
頼
む
。

「
妙
な
人
」
は
、「
実
業
学
」
と
い
っ
た
よ
う
な
学
問
は
い
ま
だ
存
在
し
な
い
が
、「
力
」
を

「
よ
く
使
う
」
こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
言
い
、「
未
来
の
大
世
界
」
は
、「
天
然
力
の
使
用
」「
人

力
の
整
理
」
と
い
う
二
つ
の
原
則
か
ら
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
述
べ
る
。「
天
然
力
の

使
用
」
と
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
よ
り
よ
い
利
用
を
考
え
る
こ
と
、「
人
力
の
整
理
」
と
は
労

働
力
そ
の
他
の
効
率
の
よ
い
運
用
を
考
え
る
こ
と
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。「
御
手
製

未
来
記
」
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
露
伴
は
、
作
中
で
膨
大
に
示
し
た
未
来
の
実
業
ア
イ
デ
ィ

ア
の
原
理
的
な
部
分
を
示
し
て
終
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。「
御
手
製
未
来
記
」
で
展

開
さ
れ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
の
う
ち
、
圧
搾
空
気
を
利
用
し
た
車
や
温
泉
を
利
用
し
た
鶏
卵
孵
化

器
な
ど
は
「
天
然
力
の
使
用
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
た
る
と
言
え
、
警
察
が
盗
難
保
険
会
社

を
兼
業
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
「
人
力
の
整
理
」
に
あ
た
る
も
の
だ
ろ

う
。
筆
者
は
、
こ
の
「
最
終
回
」
が
一
九
一
五
年
版
『
立
志
立
功
』
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ん
ら
か
の
手
違
い
と
推
測
し
て
お
り
、
こ
の
欠
落
は
、
お
そ
ら
く
露
伴
の
創
作
的
意

図
で
は
な
い
と
捉
え
る
（
あ
ま
り
に
中
途
半
端
な
と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
本
文
は
「
終
わ
っ
て
」
い

た
た
め
で
あ
る
）。
さ
て
、
新
発
見
の
「
御
手
製
未
来
記
」
最
終
回
に
は
、
お
そ
ら
く
石
井
研
堂

と
思
わ
れ
る
「
編
者
」
が
次
の
よ
う
な
言
葉
を
付
し
て
い
る
。
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本
年
一
月
來
、
紙
上
を
賑
は
し
、
江
湖
の
大
喝
采
を
博
し
た
る
お
手
製
未
來
記
は
、
未

だ
著
者
の
腹
案
を
全
く
公
に
す
る
に
至
ら
ぬ
が
、
一
ト
先
づ
本
號
に
て
大
團
圓
と
な
し
、

年
の
改
る
と
共
に
、
題
を
改
め
て
又
本
誌
上
に
發
表
せ
ん
と
の
、
著
者
の
厚
意
に
よ
り
、

同
記
事
は
本
號
に
て
一
ト
先
づ
完
結
と
爲
す
。
讀
者
と
共
に
、
後
編
の
出
づ
る
日
の
一

日
も
速
か
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
。
編
者
識
（7）

こ
れ
は
短
い
言
葉
だ
が
、
実
際
に
書
か
れ
た
「
御
手
製
未
来
記
」
よ
り
も
長
大
な
「
腹
案
」

を
露
伴
は
持
っ
て
い
た
が
達
成
半
ば
で
な
ん
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
一
九
一
一
年
に
こ
の
作

品
が
終
わ
っ
た
こ
と
、
翌
一
九
一
二
年
、
こ
う
し
た
「
腹
案
」
を
露
伴
は
別
の
作
品
に
し
て

発
表
す
る
と
予
告
さ
れ
た
こ
と
、
以
上
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
意
味
で
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
翌
一
九
一
二
年
に
『
実
業
少
年
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の

の
う
ち
、
実
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
語
っ
た
タ
イ
プ
の
五
作
品
（
⑮
「
小
説　

供
食
會
社
」（
一
月
）、
⑯

「
小
説　

芥
子
大
黒
」（
二
月
）、
⑰
「
人
世
の
萬
事
を
豫
知
す
べ
き
道
具
」（
三
月
）、
⑱
「
小
農
園
」（
五
月
）、
⑳
「
実

業
小
説　

米
價
問
答
」（
九
月
）
＊
以
上
の
番
号
は
注（
4
）に
書
い
た
番
号
を
踏
襲
）
は
、
本
来
、「
御
手
製
未

来
記
」
の
一
部
と
し
て
構
想
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
実
業
少
年
』
の
当
時
の
読
者
に
は
確
実
に
「
御
手
製
未
来
記
」
の
続
編
と
し
て
読
ま
れ
た
だ

ろ
う
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
新
発
見
の
最
終
回
の
内
容
か
ら
も
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
供
食

會
社
」
と
の
明
白
な
つ
な
が
り
は
見
え
る
。
最
終
回
の
終
わ
り
近
く
に
「
妙
な
人
」
が
語
る

次
の
よ
う
な
言
葉
が
あ
る
。

「
人
力
の
整
理
」
と
い
ふ
こ
と
は
、
我
が
國
目
下
の
状
態
に
取
つ
て
は
、
天
然
力
使
用
の

問
題
以
上
に
適
切
な
問
題
で
す
。
こ
れ
は
、『
無
益
無
効
に
人
力
が
消
費
さ
れ
る
の
を
防

い
で
、
成
る
べ
く
有
益
有
効
に
消
費
す
る
や
う
』
に
す
る
と
い
ふ
事
を
意
味
し
ま
す
。
東

京
中
で
戸
々
に
火
を
焚
き
、
戸
々
に
飯
を
炊
い
て
ゐ
、
戸
々
に
副
食
物
を
造
つ
て
居
る
、

其
の
勞
働
手
數
は
實
に
馬
鹿
々
々
し
い
の
で
す
。
一
處
に
其
丈
の
事
を
し
た
ら
何
程
の

利
だ
か
知
れ
ま
せ
ん
が
、
か
う
い
ふ
事
を
何
の
方
面
に
も
行
つ
て
居
る
の
で
す
。（8）

最
終
回
の
こ
れ
以
前
の
箇
所
で
、「
天
然
力
の
使
用
」
の
具
体
例
と
し
て
、
火
山
の
熱
を
う

ま
く
使
え
た
ら
東
京
中
の
竈
は
「
淺
間
山
」
の
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
転
用
し
て
賄
う
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
言
っ
て
い
る
部
分
な
ど
も
「
供
食
會
社
」
の
内
容
と
つ
な
が
る
が
、

よ
り
明
白
に
「
供
食
会
社
」
の
内
容
へ
つ
な
が
る
の
が
こ
の
箇
所
で
あ
る
。「
人
力
の
整
理
」

に
つ
い
て
語
ら
れ
た
こ
の
部
分
で
、
東
京
中
の
家
庭
が
家
ご
と
に
炊
事
を
す
る
「
勞
働
手
數
」

を
「
實
に
馬
鹿
々
々
し
い
」
と
述
べ
、
複
数
の
家
庭
が
「
一
處
に
」
調
理
し
て
し
ま
え
ば
ど

れ
だ
け
利
益
が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
、
と
言
う
。
連
載
を
終
え
た
「
御
手
製
未
来
記
」
の
最

後
に
こ
う
し
て
触
れ
た
問
題
を
よ
り
詳
し
く
語
っ
て
い
っ
た
の
が
、
す
ぐ
一
月
後
に
発
表
さ

れ
た
「
供
食
會
社
」
と
い
う
短
編
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、「
供
食
會
社
」
の
内
容

次
に
「
供
食
會
社
」
の
内
容
を
見
て
い
き
た
い
が
、
そ
の
前
に
先
行
研
究
に
触
れ
て
お
く
。

「
供
食
會
社
」
に
関
す
る
直
接
の
先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
言
っ
て
い
い
が
、
簡
単
に
言

及
し
て
い
る
も
の
は
少
し
あ
る
。
露
伴
の
弟
子
で
第
二
次
『
露
伴
全
集
』
の
本
文
校
訂
な
ど

に
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
塩
谷
賛
は
、「
供
食
會
社
」
の
登
場
人
物
の
名
前
「
五
郎
」

「
十
郎
」
が
曽
我
物
語
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
こ
の
由
来
は
人
物
の

性
格
造
形
の
ほ
か
は
作
品
の
内
容
と
は
あ
ま
り
関
係
し
な
い
こ
と
を
述
べ
、
傑
作
な
ど
と
呼

ぶ
よ
う
な
タ
イ
プ
の
作
品
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
炊
飯
か
ら
の
解
放
と
い
う
テ
ー
マ
を
外

国
の
例
を
引
い
た
り
し
て
興
味
深
く
語
っ
た
作
品
で
あ
る
、
と
言
う
。
ま
た
、
露
伴
の
日
記

に
依
拠
し
て
こ
れ
が
一
日
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（9）
。
作
家
の

嵐
山
光
三
郎
は
、
多
く
の
文
学
者
を
食
の
観
点
か
ら
論
じ
た
『
文
人
悪
食
』
の
中
で
、「
供
食

會
社
」
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
予
見
か
ら
露
伴
の
合
理
的
な
一
面
が
伺
え
る
作
品
だ
と
し
、
江

戸
の
胃
袋
と
近
代
と
が
混
じ
り
あ
う
露
伴
の
個
性
へ
着
目
す
る
（10）
。
関
谷
博
は
、
食
べ
る
も

の
に
う
る
さ
い
露
伴
の
イ
メ
ー
ジ
を
裏
切
る
と
こ
ろ
の
あ
る
作
品
で
あ
る
だ
け
に
重
要
で
あ

る
と
し
、
家
事
労
働
の
負
担
が
現
在
よ
り
も
は
る
か
に
重
か
っ
た
時
代
背
景
や
露
伴
の
個
人

史
（
最
初
の
妻
幾
美
子
を
亡
く
し
こ
の
時
期
の
露
伴
が
三
人
の
子
供
を
育
て
る
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、
作
品
に
現
れ
て
い
る
ア
イ
デ
ィ
ア
を
「
コ
ン
ビ
ニ
文
化
」
的
で
あ
る
と
単

純
に
否
定
で
き
ず
、
現
代
社
会
の
問
題
を
先
取
り
し
た
要
素
が
あ
る
作
品
だ
と
言
う
（11）
。
こ

れ
ら
の
先
行
研
究
は
い
ず
れ
も
短
い
言
及
に
留
ま
る
の
で
、
す
こ
し
作
品
の
内
容
を
詳
し
く

抑
え
て
お
こ
う
。
な
お
、
本
稿
で
は
一
九
一
二
年
の
『
実
業
少
年
』
雑
誌
初
出
の
「
供
食
會

社
」
本
文
か
ら
引
用
す
る
。
一
九
一
五
年
の
『
立
志
立
功
』
に
際
し
て
加
筆
修
正
を
し
て
い

る
箇
所
は
あ
る
が
、
大
き
く
作
品
の
主
要
部
が
変
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（12）
。

「
供
食
會
社
」
は
、
次
の
よ
う
に
語
り
出
さ
れ
る
。
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五
郎
と
十
郎
と
は
苦
學
生
で
あ
る
。
親
類
に
は
相
應
な
生
活
を
爲
て
居
る
も
の
も
有

る
が
、
そ
れ
に
頼
っ
て
学
資
を
出
し
て
貰
ふ
こ
と
も
厭
な
の
で
、
一
貧
洗
ふ
が
如
き
中

で
も
一
向
屈
せ
ず
に
、
牛
乳
配
達
や
新
聞
配
達
や
寫
字
生
や
で
些
少
の
収
入
を
得
つ
ゝ
、

家
た
だ
四
壁
立
つ
ば
か
り
の
小
屋
を
場
末
の
或
る
町
に
借
り
て
、
輪
番
自
炊
で
日
を
送

つ
て
居
る
。
今
日
は
五
郎
の
番
で
あ
る
が
、
五
郎
は
十
郎
に
比
べ
て
は
亂
暴
な
と
こ
ろ

の
有
る
男
だ
か
ら
、
炊
事
に
當
る
の
が
面
倒
で
堪
ら
な
い
。（13）

現
在
の
社
会
で
解
決
さ
れ
て
い
な
い
問
題
を
見
出
し
、
そ
れ
を
年
少
読
者
が
今
後
取
り
組

む
実
業
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
提
示
す
る
と
い
う
基
本
的
な
テ
ー
マ
は
「
御
手
製
未
来
記
」
か

ら
継
承
し
つ
つ
、「
御
手
製
未
来
記
」
の
登
場
人
物
は
「
供
食
會
社
」
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

新
し
く
登
場
す
る
「
五
郎
」「
十
郎
」
と
い
う
二
人
の
少
年
の
生
活
が
こ
う
し
て
語
ら
れ
は
じ

め
る
。
貧
し
い
が
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
金
を
稼
ぎ
、
な
ん
と
か
自
活
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

る
二
人
は
、
代
わ
り
ば
ん
こ
に
炊
事
当
番
を
し
て
生
活
し
て
い
る
（
二
人
は
「
苦
學
生
」
と
書
い
て

あ
る
が
、
な
に
を
勉
強
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
学
校
に
行
っ
て
い
る
の
か
、
な
ど
の
描
写
は
最
後
ま
で
な
い
）。
二

人
は
近
頃
、
裁
判
書
類
の
筆
耕
仕
事
が
忙
し
い
よ
う
で
、
十
郎
の
ほ
う
は
起
き
て
す
ぐ
こ
の

在
宅
ア
ル
バ
イ
ト
の
続
き
に
か
か
る
一
方
で
、
炊
事
当
番
に
当
た
っ
て
い
る
五
郎
は
朝
食
の

支
度
を
さ
っ
そ
く
は
じ
め
る
が
、
内
心
で
そ
の
炊
事
を
面
倒
で
堪
ら
な
い
も
の
だ
と
感
じ
て

い
る
。
し
か
し
や
ら
な
け
れ
ば
食
事
で
き
な
い
の
で
、
し
ぶ
し
ぶ
準
備
を
す
る
。

粗
末
な
三
徳
竃
に
今
戸
窯
の
や
う
な
陶
窯
を
掛
け
て
一
升
ば
か
り
の
飯
を
炊
く
の
で
あ

る
（
中
略
）
爲
熟
れ
た
事
だ
か
ら
、
無
造
作
に
火
を
熾
し
米
を
仕
掛
け
て
お
い
て
、
扨
副

食
物
の
味
噌
汁
を
下
ご
し
ら
へ
し
初
め
た
。
簡
易
生
活
だ
も
の
、
左
様
し
て
擂
鉢
な
ぞ

は
有
り
は
し
な
い
。（14）

二
人
で
一
升
な
の
で
、
一
人
分
に
し
て
五
合
の
米
を
五
郎
は
炊
く
。
こ
れ
よ
り
後
半
で
、

五
郎
の
大
飯
食
ら
い
を
十
郎
が
冷
や
か
す
描
写
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
一
日
分
を
ま

と
め
て
炊
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
二
人
が
食
べ
る
朝
ご
は
ん
は
、
こ
こ
十
日
あ
ま
り
、
か
ぶ

の
味
噌
汁
と
ご
飯
、
と
い
う
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
節
約
し
て
い
る
。
五
郎
は
米
を
竈
に
か
け
る

と
、
今
度
は
味
噌
汁
を
作
り
は
じ
め
る
。
ガ
ス
竈
は
す
で
に
明
治
後
期
に
は
普
及
し
は
じ
め

る
が
、
そ
の
よ
う
な
設
備
は
二
人
が
暮
ら
す
家
に
は
な
く
、
炭
屑
を
燃
や
し
て
調
理
し
て
い

る
。
引
用
部
分
の
後
半
に
、
味
噌
を
擦
る
の
に
使
う
擂
鉢
が
な
い
こ
と
を
「
簡
易
生
活
だ
も

の
」
と
い
う
言
葉
で
受
け
て
い
る
が
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
簡
易
生
活
」
と
い
う
言
葉
は
、

「
供
食
會
社
」
と
い
う
作
品
を
考
え
る
う
え
で
見
過
ご
す
べ
き
で
は
な
い
言
葉
で
あ
る
。
こ
の

言
葉
は
「
簡
易
な
生
活
」
と
い
う
一
般
的
な
意
味
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
の
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
の
改
良
を
め
ぐ
る
流
行
概
念
で
あ
り
、
こ
の
言
葉
が
持
つ
時
代
的
意
味
に
つ
い
て
は

後
述
し
た
い
。

や
が
て
、
竈
の
前
に
い
た
五
郎
の
口
か
ら
、「
下
ら
な
い
ナ
ア
」
と
い
う
独
り
言
が
漏
れ
る
。

十
郎
は
、
炊
事
当
番
は
代
わ
り
ば
ん
こ
に
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
我
慢
し
ろ
と
い
う
意
味
の

こ
と
を
言
っ
て
五
郎
に
応
じ
る
が
、
五
郎
は
い
ま
自
分
が
「
下
ら
な
い
」
と
言
っ
た
の
は
炊

事
当
番
が
面
倒
な
こ
と
に
つ
い
て
言
っ
た
の
で
は
な
い
と
応
じ
る
。
そ
し
て
十
郎
に
向
っ
て
、

東
京
に
い
っ
た
い
家
が
何
軒
あ
る
だ
ろ
う
、
と
問
い
、
十
郎
は
そ
れ
に
、
人
口
二
百
万
人
、
四

十
万
軒
程
度
の
家
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
応
じ
る
。
五
郎
は
な
に
か
に
気
づ
い
た
よ
う
に
「
ア

ツ
大
層
な
事
だ
ぞ
。」
と
言
う
。
重
ね
て
五
郎
は
、
十
郎
に
、
食
事
に
費
や
す
時
間
は
い
っ
た

い
何
分
だ
ろ
う
、
と
問
い
、
十
郎
は
、
飯
を
炊
く
、
お
か
ず
を
作
る
、
食
べ
る
、
片
付
け
る
、

す
べ
て
を
入
れ
れ
ば
一
時
間
と
い
う
と
こ
ろ
だ
ろ
う
、
と
答
え
る
。
五
郎
は
す
ぐ
に
計
算
し
、

そ
れ
は
つ
ま
り
、
東
京
に
あ
る
四
十
万
軒
の
家
で
四
十
万
時
間
が
毎
日
食
事
の
た
め
に
費
や

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
と
言
う
（
三
度
食
べ
る
の
な
ら
百
二
十
万
時
間
で
は
な
い
の
か
と
筆
者
は
思
う

が
、
本
文
で
は
四
十
万
時
間
）。
そ
し
て
五
郎
は
、
四
十
万
時
間
と
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
八

時
間
労
働
の
人
間
が
五
万
人
働
く
の
に
匹
敵
す
る
時
間
で
あ
り
、
金
銭
に
換
算
す
れ
ば
八
時

間
労
働
の
日
給
を
最
低
の
三
十
銭
と
仮
定
し
て
も
月
に
四
十
五
万
円
、
年
に
五
百
四
十
万
円

（
参
考
ま
で
に
一
円
を
現
在
の
二
万
円
と
し
て
換
算
す
る
と
、
一
〇
八
〇
億
円
）
の
金
額
に
相
当
す
る
労
働
だ

と
言
う
。
そ
し
て
、
自
分
が
い
ま
し
て
い
る
炊
事
が
四
十
万
の
東
京
の
各
家
庭
で
同
じ
よ
う

に
個
別
に
繰
り
返
さ
れ
る
労
働
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
に
気
づ
き
、
膨
大
な
労
働
力
が
そ
れ

に
費
や
さ
れ
る
こ
と
へ
の
改
善
が
試
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
対
し
て
「
下
ら
な
い
ナ
ア
」
と
言
っ

た
の
だ
、
そ
う
五
郎
は
説
明
す
る
。

五
郎
は
、
い
ま
「
妙
な
こ
と
」
を
思
い
つ
い
た
、
と
話
を
続
け
て
い
く
。
蒸
気
を
活
用
す

る
際
に
、
一
度
熱
を
与
え
た
機
械
を
冷
ま
し
て
し
ま
い
、
ま
た
熱
を
一
か
ら
与
え
る
と
無
駄

が
多
い
の
で
、
紡
績
工
場
な
ど
で
は
夜
間
労
働
の
人
件
費
を
払
っ
て
も
工
場
を
稼
働
さ
せ
続

け
た
ほ
う
が
効
率
が
よ
い
こ
と
を
彼
は
説
明
す
る
。
続
け
て
、
五
郎
は
こ
う
言
う
。

『
東
京
中
で
、
毎
日
々
々
戸
々
で
飯
釜
を
温
め
た
り
冷
ま
し
た
り
し
て
居
る
た
め
に
、
何

丈
の
燃
料
が
無
益
に
費
さ
れ
て
居
る
か
知
れ
な
い
ゼ
。』（15）
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熱
し
て
冷
ま
し
ふ
た
た
び
熱
す
る
こ
と
が
無
駄
の
多
い
反
復
だ
と
い
う
こ
と
を
工
場
の
機

械
の
運
用
な
ど
を
例
に
し
て
説
明
し
た
あ
と
に
続
く
五
郎
の
こ
の
言
葉
は
、
先
に
引
用
し
た

「
御
手
製
未
来
記
」
新
発
見
の
最
終
回
に
あ
っ
た
、
東
京
の
各
家
庭
が
個
別
に
炊
事
す
る
労
働

の
手
数
を
嘆
き
、
集
合
的
に
炊
事
す
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
利
益
が
あ
が
る
だ
ろ
う
と
い
う
一
節
に

か
な
り
近
い
も
の
で
あ
り
、『
実
業
少
年
』
に
前
月
ま
で
連
載
し
た
「
御
手
製
未
来
記
」
と
明

白
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
そ
し
て
、
前
月
ま
で
の
「
御
手
製
未
来
記
」

に
述
べ
ら
れ
た
見
解
を
発
展
さ
せ
た
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア
の
中
心
が
、
こ
こ
か
ら
描
写
さ
れ
て

い
く
。『（

前
略
）
だ
か
ら
此
處
に
、
一
つ
の
大
な
る
供
食
會
社
が
有
つ
て
廉
價
に
精
良
な
る
食
饌

を
供
給
す
る
の
路
を
開
い
た
な
ら
ば
、
何
程
社
會
に
益
を
與
ふ
か
知
れ
無
い
ナ
。』（
中
略
）

『
ま
ぜ
つ
返
し
ち
や
い
け
な
い
。
黙
つ
て
聞
き
給
へ
。
新
網
あ
た
り
の
貧
民
窟
の
話
を
聞

く
に
、
一
升
の
飯
を
こ
し
ら
へ
る
の
に
、
凡
そ
一
銭
の
燃
料
を
要
す
る
と
い
ふ
が
、
少

量
の
も
の
を
小
買
の
材
料
で
處
理
す
る
と
い
ふ
事
は
、
そ
ん
な
不
経
済
な
も
の
だ
。』

（
中
略
）

『
然
様
だ
よ
。
此
を
洗
つ
て
數
時
間
水
に
浸
し
た
後
に
、
一
定
の
火
熱
を
水
に
與
へ
て
處

理
す
る
に
過
ぎ
な
い
飯
の
や
う
な
簡
単
の
も
の
に
對
し
て
、
戸
々
で
朝
々
多
數
の
人
民

が
少
か
ら
ぬ
時
間
を
費
す
と
い
ふ
の
は
、
何
と
い
ふ
非
文
明
の
事
だ
ら
う
。』（
中
略
）

『
で
、
一
升
の
飯
を
炊
く
の
に
一
銭
の
燃
料
と
三
十
分
乃
至
一
時
間
と
を
費
す
の
を
、
若

し
二
升
の
飯
を
炊
く
場
合
に
は
、
一
銭
五
厘
の
燃
料
と
、
時
間
は
同
じ
時
間
と
を
以
て

足
る
譯
に
な
る
。
此
の
理
を
推
す
と
、
多
量
の
米
を
炊
く
時
は
著
し
い
節
約
が
出
來
る

譯
に
な
る
。
況
や
米
も
燃
料
も
、
小
買
で
無
く
、
且
又
燃
料
は
石
炭
の
如
き
廉
價
の
材

料
を
用
ゐ
る
に
於
て
は
、
飯
は
恐
ろ
し
く
低
廉
に
供
給
さ
れ
る
譯
だ
。』（
中
略
）

『
一
體
考
へ
て
見
る
と
、
各
戸
に
飯
を
炊
く
器
具
を
備
へ
て
、
各
戸
で
飯
を
炊
く
と
い
ふ

が
如
き
は
、
若
し
そ
れ
が
自
己
等
の
心
持
の
好
い
爲
だ
と
な
ら
ば
、
お
そ
ろ
し
い
奢
侈

と
云
つ
て
も
差
支
無
い
事
だ
。
外
國
で
自
家
で
パ
ン
を
焼
か
せ
て
其
を
食
べ
る
と
い
ふ

事
は
、
富
豪
か
貴
紳
の
所
爲
だ
と
い
ふ
で
は
無
い
か
。』（16）

こ
う
し
て
五
郎
の
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
る
「
供
食
會
社
」
の
考
え
が
披
瀝
さ
れ

て
い
く
。
こ
れ
は
「
廉
価
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
精
良
」
な
食
事
の
提
供
を
実
現
す
る
会
社

の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
、
も
し
そ
の
よ
う
な
会
社
が
で
き
た
な
ら
ば
世
の
中
に
ど
れ
ほ
ど
利
益
に

な
る
だ
ろ
う
、
と
未
来
を
夢
み
る
。
炊
飯
は
、
ほ
か
の
熱
を
用
い
る
作
業
と
同
様
に
、
多
量

の
米
を
集
合
的
に
炊
け
ば
炊
く
ほ
ど
「
著
し
い
節
約
」
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識

か
ら
「
廉
価
」「
低
廉
」
を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
に
な
る
の
は
、
大
規
模
に
炊
事
を
行
う
こ

と
で
あ
り
、
各
家
庭
で
米
を
炊
い
て
い
る
現
状
を
「
非
文
明
」
で
あ
り
「
奢
侈
」
だ
と
さ
え

言
う
認
識
も
語
ら
れ
る
。
こ
こ
に
対
比
さ
れ
る
の
は
、
西
洋
諸
国
に
お
け
る
パ
ン
を
め
ぐ
る

あ
り
よ
う
で
、
各
家
庭
で
パ
ン
を
焼
く
の
で
は
な
く
購
入
し
て
済
ま
す
西
洋
諸
国
の
庶
民
の

姿
が
想
起
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
言
及
も
見
ら
れ
る
。

『
米
國
大
統
領
だ
つ
て
グ
ラ
ン
ド
将
軍
が
日
本
へ
來
た
時
、
東
京
で
は
貧
民
も
猶
且
自
家

で
飯
を
炊
い
て
食
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
聞
い
て
大
に
驚
嘆
し
て
、
日
本
は
羨
む
べ
き
國
だ

と
語
つ
た
と
い
ふ
が
、
こ
れ
は
日
本
の
貧
民
が
貧
で
な
い
の
で
は
無
く
て
、
實
に
社
會

組
織
が
発
達
し
て
居
無
い
と
い
ふ
に
過
ぎ
ぬ
事
な
の
だ
。
其
の
眞
相
は
各
戸
で
飯
を
炊

く
と
い
ふ
事
の
、
不
経
済
不
利
益
に
想
ひ
到
ら
ぬ
か
ら
の
事
で
あ
る
と
い
ひ
た
い
。』（17）

「
グ
ラ
ン
ド
将
軍
」
は
、
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
、
ユ
リ
シ
ー
ズ
・
グ
ラ
ン
ト
（U

lysses S. Grant, 

1822-1885

）
の
こ
と
で
、
久
米
邦
武
『
米
欧
回
覧
実
記
』
に
も
、
岩
倉
使
節
団
（
一
八
七
一-

一
八

七
三
に
外
遊
）
を
懇
切
に
も
て
な
し
た
こ
と
な
ど
で
登
場
す
る
大
統
領
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ト
は
、

大
統
領
退
任
後
、
一
八
七
七
（
明
治
十
）
年
七
月
三
日
か
ら
同
年
九
月
三
日
ま
で
日
本
に
国
賓

と
し
て
滞
在
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
庶
民
を
見
て
述
べ
た
言
葉
（
お
世
辞
だ
ろ
う
）
が
伝

わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
筆
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
、
日
本
人
が
各
家
庭
で
米
を
炊
い

て
い
る
こ
と
に
グ
ラ
ン
ト
が
感
心
し
た
、
と
い
う
同
時
代
の
記
事
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

グ
ラ
ン
ト
の
日
本
の
炊
飯
へ
の
賞
賛
は
、
五
郎
の
口
か
ら
は
、
裏
返
し
に
捉
え
ら
れ
、
日
本

の
社
会
組
織
が
発
達
し
て
い
な
い
た
め
だ
と
真
逆
の
評
価
を
さ
れ
る
。

飯
を
支
度
し
て
い
る
間
に
、
十
郎
が
ア
ル
バ
イ
ト
仕
事
の
筆
耕
を
着
々
と
進
め
て
い
る
の

を
五
郎
は
見
て
、
食
事
の
支
度
で
仕
事
を
中
断
す
る
こ
と
は
や
は
り
損
失
だ
と
言
い
、「
一
大

供
食
会
社
」
が
「
不
潔
不
良
で
な
い
食
物
」
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
再
度
夢
み
、
そ
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
語
る
。

『
そ
れ
見
給
へ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
こ
ゝ
に
一
大
供
食
會
社
が
出
來
て
、
不
潔
不
良
で
な
い

食
物
を
廉
價
に
供
給
し
て
呉
れ
た
ら
、
非
常
に
便
利
で
は
有
る
ま
い
か
。
第
一
飯
だ
け

の
事
に
し
て
も
、
各
戸
で
飯
櫃
や
米
櫃
も
要
ら
な
く
な
る
。
不
究
理
千
萬
な
竃
や
米
研
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桶
や
薪
や
炭
や
小
贅
澤
な
瓦
斯
設
備
な
ど
も
要
ら
な
く
な
る
（
中
略
）
臺
所
の
場
處
も
節

約
で
き
る
。
何
程
無
益
な
手
數
と
配
慮
と
器
物
と
時
間
と
空
間
と
が
省
き
出
さ
れ
る
か

知
れ
無
い
。
そ
し
て
其
の
時
間
だ
け
が
直
接
間
接
に
生
産
的
に
使
用
さ
れ
た
ら
、
何
程

國
家
の
益
に
な
り
且
又
各
人
の
生
活
を
簡
易
に
し
て
煩
雑
を
除
去
せ
る
か
知
れ
無
い
』（18）

「
不
潔
不
良
で
な
い
食
物
」
と
わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
言
う
こ
の
言
葉
に
は
、
お
そ
ら
く
、
安
い

食
事
が
で
き
る
場
所
は
す
で
に
あ
る
が
、
そ
こ
の
食
物
は
「
不
潔
不
良
」
だ
と
い
う
含
意
が

あ
り
、
そ
こ
が
克
服
す
べ
き
課
題
だ
と
い
う
同
時
代
外
食
産
業
へ
の
認
識
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

そ
の
う
え
で
、
食
事
全
般
で
は
な
く
炊
飯
だ
け
に
限
定
し
て
家
庭
か
ら
外
部
化
す
る
だ
け
で

も
、
台
所
の
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
い
ら
な
く
な
り
、
そ
れ
だ
け
で
「
何
程
無
益
な
手
數
と
配

慮
と
器
物
と
時
間
と
空
間
」
と
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
大
き
な
期
待
を
五

郎
は
語
る
。
そ
う
し
て
生
み
だ
さ
れ
た
時
間
を
生
産
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
国
家
の
利
益
に

も
な
り
、
ま
た
個
人
生
活
が
煩
雑
か
ら
脱
し
、
生
活
を
「
簡
易
」
に
す
る
こ
と
へ
近
づ
く
だ

ろ
う
と
言
う
。
た
だ
、
こ
う
し
て
五
郎
の
話
を
聞
く
十
郎
は
疑
問
も
持
つ
。
十
郎
は
、
米
屋

や
薪
屋
な
ど
の
失
業
に
つ
い
て
五
郎
に
問
う
が
、
五
郎
は
転
業
す
れ
ば
よ
い
と
こ
と
も
な
げ

に
言
う
。
そ
し
て
、
五
郎
は
、
炊
い
た
ご
飯
を
売
る
会
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
十
郎
に
続
け
て

話
す
。『

米
屋
が
米
を
賣
る
の
を
一
層
進
歩
さ
せ
て
、
供
食
會
社
で
飯
を
賣
る
事
と
し
た
ら
何
様

だ
。』

『
し
か
し
米
は
買
つ
て
も
飯
は
買
ひ
た
が
ら
ぬ
人
も
有
る
だ
ら
う
。』

『
飯
を
買
ふ
と
い
ふ
と
、
何
だ
か
甚
だ
貧
乏
臭
く
感
じ
る
だ
ら
う
が
、
そ
れ
が
即
ち
因
襲

に
囚
は
れ
て
居
る
と
い
ふ
も
の
だ
ね
。
牛
乳
屋
か
ら
牛
乳
を
買
ひ
、
蕎
麦
屋
か
ら
そ
ば

の
盛
や
澆か
け

を
買
つ
た
り
、
パ
ン
屋
か
ら
パ
ン
の
配
達
を
受
け
た
り
す
る
や
う
に
、
供
食

會
社
か
ら
飯
の
配
達
を
受
け
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
つ
て
、
少
し
も
を
か
し
く
は
無

い
。
飯
に
限
つ
て
自
家
で
炊
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
理
は
無
い
。』（
中
略
）

『
中
等
生
活
の
人
か
ら
以
下
は
、
都
て
飯
を
配
達
さ
せ
て
、
其
を
食
べ
る
と
い
ふ
や
う
に

な
つ
た
ら
、
方
々
の
細
君
は
大
助
か
り
だ
ら
う
』（19）

米
屋
が
米
を
売
り
、
各
家
庭
で
買
っ
た
米
を
炊
飯
し
て
い
る
現
状
の
変
革
ア
イ
デ
ィ
ア
と

し
て
、
集
合
的
に
炊
飯
し
た
飯
を
「
供
食
會
社
」
が
売
る
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
話

相
手
の
十
郎
は
、
し
か
し
炊
い
た
ご
飯
を
買
う
と
い
う
行
為
に
は
抵
抗
感
が
あ
る
人
も
い
る

だ
ろ
う
と
懸
念
を
言
い
、
五
郎
も
そ
の
行
為
を
貧
乏
く
さ
い
と
感
じ
る
人
も
い
る
こ
と
を
認

め
つ
つ
、
し
か
し
、
本
質
的
に
は
そ
ば
の
出
前
を
と
っ
た
り
、
パ
ン
を
店
か
ら
買
う
こ
と
と

変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
人
々
の
認
識
が
変
化
す
れ
ば
問
題
は
な
い
、
と
楽
天
的
に
言
う
。
そ

し
て
ま
た
、「
細
君
は
大
助
か
り
」
と
し
て
、
こ
の
時
代
、
家
事
労
働
を
担
う
こ
と
が
当
然
視

さ
れ
て
い
た
女
性
の
負
担
軽
減
に
も
言
及
し
て
い
る
。
五
郎
は
さ
ら
に
、
牛
乳
配
達
な
ど
と

同
じ
よ
う
に
炊
い
た
ご
飯
を
一
日
三
回
家
庭
へ
配
達
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア
に
話
を
発
展
さ
せ
て

い
く
。『

都
會
で
は
、
三
度
々
々
ポ
ツ
〳
〵
と
熱
い
飯
を
、
一
日
十
銭
か
十
五
銭
で
配
達
し
て
貰

つ
て
食
ふ
や
う
に
な
る
の
が
當
然
だ
。』（
中
略
）

『
蒸
汽
機
関
を
備
へ
て
、
蒸
汽
炊
き
に
し
て
飯
を
賣
つ
た
ら
、
米
を
大
買
に
す
る
利
と
、

薪
材
の
節
約
の
利
と
で
、
需
用
者
に
對
し
て
は
殆
ど
小
買
の
米
と
同
じ
程
の
價
で
、
熱

い
飯
を
供
給
す
る
こ
と
が
出
來
や
う
と
お
も
ふ
。』（
中
略
）

『
出
來
れ
ば
、
需
用
者
は
、
自
家
の
煩
勞
と
器
具
の
設
備
や
、
薪
炭
の
消
耗
と
を
免
れ
て
、

非
常
の
便
利
に
な
る
譯
だ
、
己
は
一
つ
社
會
の
爲
に
、
富
豪
が
斯
様
い
ふ
公
益
の
事
を

爲
さ
ん
こ
と
を
望
む
ナ
。
其
の
経
営
の
勞
は
、
十
二
分
に
研
究
し
て
か
ら
、
己
が
當
つ

て
見
る
。』（20）

五
郎
は
、
大
規
模
で
集
合
的
な
そ
う
し
た
炊
飯
を
可
能
に
す
る
動
力
源
と
し
て
蒸
気
を
利

用
す
る
、
米
を
大
量
に
買
い
付
け
る
こ
と
で
安
く
仕
入
れ
る
、
こ
の
二
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

併
せ
て
、
米
屋
で
米
を
買
う
の
と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
値
段
で
ご
飯
の
配
達
会
社
を
成
立
さ

せ
る
、
と
い
う
考
え
も
言
う
。「
御
手
製
未
来
記
」
の
最
終
回
で
「
妙
な
人
」
が
語
っ
た
「
実

業
学
」
の
根
本
原
理
「
天
然
力
の
使
用
」「
人
力
の
整
理
」
で
言
え
ば
、「
供
食
會
社
」
は
「
人

力
の
整
理
」
を
主
と
し
た
実
業
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
が
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
動
力
を
蒸
気
と
明

言
し
て
い
る
の
で
「
天
然
力
の
使
用
」
の
要
素
も
こ
こ
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
五
郎
は
、
資

本
を
持
つ
「
富
豪
」
が
こ
の
よ
う
な
「
公
益
」
に
か
な
う
事
業
を
行
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と

い
う
一
方
で
、
将
来
、
自
分
が
や
る
と
も
言
い
だ
し
て
い
る
。
繰
り
返
す
が
、「
供
食
會
社
」

が
掲
載
さ
れ
た
『
実
業
少
年
』
は
商
工
業
に
従
事
す
る
年
少
読
者
を
励
ま
す
た
め
の
雑
誌
で

あ
り
、
露
伴
は
こ
う
し
た
媒
体
と
響
き
合
う
「
御
手
製
未
来
記
」
を
「
供
食
會
社
」
の
直
前

ま
で
連
載
し
て
い
た
。「
御
手
製
未
来
記
」
で
は
、
商
工
業
で
い
ま
だ
手
を
つ
け
ら
れ
て
い
な
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い
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
は
山
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
を
年
少
読
者
へ
教
え
、
将
来
そ
う
し
た
新

し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
さ
せ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
露
伴
は
読
者
に
期
し
た
こ
と
が
伺

え
る
が
、「
御
手
製
未
来
記
」
の
そ
う
し
た
性
格
も
ま
た
、
は
っ
き
り
と
翌
年
の
短
編
に
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
五
郎
は
、
さ
ら
に
、
ご
飯
の
配
達
会
社
を
望
む
方
向
に
社

会
が
変
容
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
も
語
る
。

『
社
會
の
状
態
は
、
今
や
變
ぜ
ん
と
し
つ
ゝ
有
る
。
間
借
生
活
を
し
て
居
る
人
は
、
非
常

に
多
く
な
っ
た
。
下
宿
生
活
を
し
て
居
る
人
も
非
常
に
多
く
な
つ
た
。
夫
婦
限
り
の
生

活
な
ん
ぞ
は
、
炊
事
の
勞
を
執
る
の
が
面
倒
だ
か
ら
、
夫
婦
で
下
宿
し
て
居
る
人
な
ぞ

も
、
大
分
殖
え
て
來
た
。
生
存
競
争
は
烈
し
く
な
る
。
人
々
は
働
く
か
楽
し
む
か
の
那ど
ち
ら處

に
か
時
間
を
費
さ
ね
ば
、
承
知
せ
ぬ
や
う
に
な
つ
て
來
た
。
下
婢
は
下
婢
た
る
を
望
む

も
の
ゝ
減
少
に
よ
つ
て
給
銀
は
上
り
、
そ
し
て
善
良
な
も
の
は
少
く
な
つ
て
來
た
。
中

等
社
會
は
壓
迫
を
感
じ
て
來
た
。
中
等
社
會
の
女
子
は
、
其
の
虚
榮
心
や
求き
ゅ
う

逸い
つ

心し
ん

や
放ほ
う

肆し

や
自
堕
落
や
高
慢
や
か
ら
、
著
し
く
家
庭
内
に
於
け
る
低
級
勞
働
に
服
す
る
こ
と
を

悦
ば
な
く
な
つ
た
。
此
時
に
當
つ
て
、
市
内
の
米
屋
の
位
置
を
奪
つ
て
、
御
飯
配
達
供

給
會
社
を
起
し
た
ら
、
屹
度
大
に
行
は
れ
る
と
思
う
ネ
。』（21）

「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
都
市
に
「
間
借
生
活
」
を
送
る
人
間
の
増
大

が
も
た
ら
す
社
会
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
の
も
の
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
事
実
、
拡
大
し
続
け

る
工
業
生
産
を
担
う
た
め
、
農
村
か
ら
都
市
へ
流
入
す
る
人
口
が
急
速
に
増
大
し
て
い
っ
た

の
が
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
だ
っ
た
（
明
治
維
新
以
後
、
一
貫
し
て
そ
の
傾
向
は
続
く
が
、
そ
の
増
大
の

速
度
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
っ
た
）。
加
え
て
、「
働
く
か
楽
し
む
か
」
の
ど
ち
ら
か
に
時
間
を
費
や

し
た
い
、
と
す
る
当
時
の
人
々
の
労
働
と
余
暇
を
め
ぐ
る
感
覚
の
変
化
に
も
五
郎
は
言
及
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
庭
内
で
の
労
働
力
の
構
造
の
変
化
に
も
、
話
は
及
ぶ
。
そ
れ
は
、
一

つ
は
「
下
婢
」（「
下
女
」）
を
雇
う
給
料
が
上
が
り
、
ま
た
、
そ
う
し
た
労
働
に
従
事
す
る
女
性

の
減
少
に
よ
っ
て
「
善
良
な
も
の
」
が
少
な
く
な
り
、
他
方
で
中
等
社
会
の
女
性
が
家
事
労

働
を
喜
ば
な
い
よ
う
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
、
と
い
う
女
性
の
変
容
へ
の
認
識
で
あ
る
。

本
章
で
は
、「
供
食
會
社
」
の
内
容
を
や
や
詳
し
く
確
認
し
て
み
た
が
、
こ
う
し
て
確
認
し

て
い
く
と
、
短
編
で
は
あ
る
が
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
を
予
見
す
る
よ
う
な
大
供
食
会
社
ほ
か
、
デ

リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
予
見
し
た
よ
う
な
御
飯
配
達
供
給
会
社
に
ま
で
話
が
及
ぶ
「
供
食
會

社
」
に
は
二
十
世
紀
の
食
品
産
業
の
要
諦
が
か
な
り
集
約
さ
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

集
合
的
に
大
規
模
に
食
品
加
工
を
行
い
そ
れ
に
よ
っ
て
廉
価
で
簡
単
な
食
事
を
出
現
さ
せ
る

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
他
の
活
動
に
使
う
時
間
を
増
や
す
こ
と
、「
食
事
を
買
う
」
こ
と

を
め
ぐ
る
人
々
の
意
識
の
変
容
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
廉
価
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
「
清
潔
」

も
重
要
で
あ
る
こ
と
、
女
性
の
家
事
労
働
の
解
放
の
文
脈
か
ら
も
こ
れ
が
重
要
な
問
題
な
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。

四
、「
供
食
會
社
」
の
発
想
源
「
チ
ャ
イ
ル
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
そ
こ
か
ら
の
飛
躍

次
に
、
こ
う
し
た
「
供
食
會
社
」
の
直
接
の
発
想
源
を
考
え
て
み
よ
う
。
三
章
で
は
触
れ

な
か
っ
た
が
、「
供
食
會
社
」
の
も
っ
と
も
最
後
の
箇
所
で
、
同
時
代
ア
メ
リ
カ
の
現
実
の
外

食
産
業
の
試
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。

『
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
で
は
、
最
近
數
年
間
に
チ
ヤ
イ
ル
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
ふ
も
の
が
、

非
常
に
盛
ん
に
な
つ
て
來
た
と
聞
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
チ
ヤ
イ
ル
ド
と
い
ふ
人
の
考
案

に
な
つ
た
の
だ
が
、
出
先
で
人
が
食
事
を
取
ら
う
と
い
ふ
場
合
に
、
従
来
の
レ
ス
ト
ラ

ン
（
料
理
屋
）
は
餘
り
設
備
が
人
に
快
楽
を
得
せ
し
め
る
や
う
に
出
來
て
居
る
結
果
、
何

様
し
て
も
人
の
財
嚢
か
ら
多
く
の
金
員
を
請
求
す
る
や
う
に
な
つ
て
居
る
。
そ
れ
か
ら

又
珈
琲
店
其
他
は
単
に
食
事
を
爲
や
う
と
い
ふ
目
的
に
は
不
完
全
で
あ
る
。
そ
こ
で
實

際
に
空
腹
を
充
た
し
め
、
且
つ
時
間
と
金
銭
と
を
無
益
に
消
費
せ
し
め
ぬ
爲
に
、
清
潔

と
迅
速
と
上
品
と
純
粋
と
を
保
つ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
設
け
て
、
些
も
虚
飾
や
不
純
粋
の
目

的
や
の
交
ら
な
い
、
単
に
食
事
を
供
す
る
も
の
を
こ
し
ら
へ
た
、
そ
れ
が
即
ち
チ
ヤ
イ

ル
ド
氏
式
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
パ
ン
と
は
聊
か
異
な
っ
た
バ
タ
ケ
ー
ク
を
主
食
と
し
て
、
數

種
の
副
食
物
を
好
み
に
よ
つ
て
供
す
る
、
至
っ
て
手
輕
い
、
併
し
清
潔
で
、
決
し
て
下

劣
で
無
い
、
純
粋
な
供
食
所
を
現
出
さ
せ
た
。
其
の
目
的
及
び
實
際
が
甚
だ
社
會
に
取

つ
て
有
益
で
あ
り
必
要
で
あ
つ
た
の
で
、
大
に
行
は
れ
る
と
同
時
に
、
富
豪
の
ロ
ッ
ク

フ
エ
ラ
ー
の
如
き
は
、
此
を
賞
讃
し
て
大
金
を
投
じ
、
同
組
織
の
も
の
を
各
都
市
に
設

け
し
め
た
の
で
、
愈
々
チ
ヤ
イ
ル
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
勢
を
得
て
、
今
は
各
都
市
に
皆

繁
昌
を
極
め
て
居
る
。
其
の
チ
ヤ
イ
ル
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
で
は
至
ら
ず
と
も
せ
め
て

各
國
都
市
で
麦
粉
を
賣
ら
ず
に
パ
ン
を
賣
つ
て
居
り
、
都
市
住
民
は
戸
々
に
パ
ン
を
作

ら
ず
と
も
、
買
つ
て
濟
ん
で
居
る
や
う
に
、
米
屋
の
代
り
に
、
供
食
會
社
を
設
立
さ
せ

た
ら
、
個
人
に
取
つ
て
も
、
一
都
市
に
取
つ
て
も
、
甚
だ
有
益
な
事
だ
ら
う
と
思
ふ
。』（22）
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「
供
食
會
社
」
の
最
後
で
は
、
同
時
代
に
現
実
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
外
食
産
業
の
チ
ェ
ー
ン

「
チ
ャ
イ
ル
ド
、
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
試
み
が
こ
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
清
潔
と
迅
速

と
上
品
と
純
粋
と
を
保
つ
レ
ス
ト
ラ
ン
」「
至
っ
て
手
輕
い
、
併
し
清
潔
で
、
決
し
て
下
劣
で

無
い
、
純
粋
な
供
食
所
」
と
こ
こ
で
語
ら
れ
る
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
（Childs Restaurant

）

は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
十
二
）
年
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
Ｓ
・
チ
ャ
イ
ル
ズ
（Sam

uel S. Childs, 

生
没

年
不
詳
）と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ャ
イ
ル
ズ（W

illiam
 Childs, 

生
没
年
不
詳
）の
兄
弟
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
は
じ
ま
っ
た
革
新
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
（
現
在
は
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー

ン
は
も
う
な
い
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
勢
い
を
失
い
、
一
九
七
〇
年
代
に
買
収
さ
れ
店
名
は
消
え
る
）。
チ
ャ
イ
ル

ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
一
九
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
に
最
盛
期
を
迎
え
、
全
米
に
一
〇
〇
を
超

え
る
店
舗
を
構
え
た
。
路
面
に
総
ガ
ラ
ス
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
設
け
た
明
る
く
入
り
や
す
い
雰

囲
気
、
コ
ッ
ク
や
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
に
白
い
制
服
を
着
せ
た
り
、
お
風
呂
場
の
よ
う
に
タ
イ
ル

を
多
用
し
た
室
内
装
飾
な
ど
が
も
た
ら
す
清
潔
感
、
低
廉
な
料
金
な
ど
に
よ
っ
て
人
気
を
博

し
、
今
日
の
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
産
業
の
源
流
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
簡
易
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る

（
白
く
清
潔
感
の
あ
る
制
服
は
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
キ
ャ
ッ
ス
ル
な
ど
も
の
ち
に
取
り
入
れ
て

い
っ
た
）。
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
革
新
性
は
、
低
価
格
と
清
潔
の
両
立
、
大
き
な
窓
ガ

ラ
ス
が
も
た
ら
す
明
る
さ
、
過
剰
な
給
仕
を
し
な
い
簡
易
性
、
チ
ェ
ー
ン
方
式
で
の
運
営
な

ど
だ
っ
た
が
、「
供
食
會
社
」
で
の
言
及
そ
の
他
を
見
る
限
り
、
露
伴
は
、
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス

ト
ラ
ン
の
外
食
史
に
お
け
る
革
新
性
を
か
な
り
正
確
に
理
解
し
て
い
る
（23）
。

で
は
、
露
伴
に
こ
う
し
た
知
識
は
、
ど
の
よ
う
に
届
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
お
そ

ら
く
、「
伊
東
吉
太
郎
」
と
い
う
人
物
か
ら
「
供
食
會
社
」
執
筆
の
約
半
年
前
に
聞
い
た
談
話

が
も
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
一
一
年
八
月
十
一
日
の
露
伴
の
日
記
を
見
て
み
よ
う
。

伊
東
吉
太
郎
来
る
。（
中
略
）
山
中
養
鶏
の
事
、
殖
林
の
事
、
市
中
に
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ス

ト
ラ
ン
を
設
け
、
市
中
人
々
飲
食
に
冗
費
を
な
す
の
弊
を
拯
ひ
た
き
事
な
ど
を
語
る
故
、

大
に
こ
れ
を
賛
す
。
此
四
五
年
以
來
合
衆
國
に
流
行
す
る
よ
し
の
右
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
清

潔
簡
捷
質
實
を
旨
と
し
、
一
人
の
消
費
額
大
抵
十
五
銭
二
十
銭
、
多
き
も
七
十
銭
を
限

度
と
す
る
や
う
組
織
し
あ
る
も
の
に
て
、
後
に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
資
金
も
出
で
居

る
ほ
ど
、
全
國
に
渡
り
て
洽
く
設
備
せ
ら
る
ゝ
に
及
び
居
れ
り
と
い
ふ
。
蓋
し
邦
人
の

飲
食
に
費
す
金
額
は
個
人
の
生
産
力
に
比
し
て
甚
だ
多
し
。
奢
侈
の
習
然
ら
し
む
と
は

云
へ
愚
劣
な
る
こ
と
に
て
、
月
収
三
四
十
圓
の
輩
も
、
一
寸
外
出
先
に
て
晝
飧
な
ど
を

取
る
時
は
、
六
七
十
銭
乃
至
一
圓
餘
を
も
消
費
す
。
疲
弊
せ
ざ
ら
む
と
欲
す
る
も
得
ん

や
。
蕎
麦
切
稲
荷
鮨
な
ど
を
食
ふ
も
の
は
最
も
倹
素
の
輩
な
り
、
し
か
も
不
潔
不
安
心

を
忍
ば
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
予
輩
ま
た
常
に
市
中
の
飲
食
店
の
陋
に
し
て
且
冗
費
多
き
を

厭
ひ
、
此
の
六
七
年
は
三
時
間
四
時
間
の
事
な
ら
ば
、
む
し
ろ
空
腹
を
忍
ぶ
も
飲
食
店

な
ど
に
入
ら
ぬ
事
と
な
し
來
れ
る
な
る
が
、
伊
東
の
言
の
如
く
、
總
玻
璃
造
の
家
屋
と

な
し
、
一
點
不
潔
曖
昧
の
事
の
無
き
を
公
衆
面
前
に
示
す
や
う
に
な
し
た
る
店
に
て
廉

價
に
敏
捷
に
食
事
を
な
さ
し
む
る
こ
と
の
叶
は
ゞ
、
自
他
共
に
利
益
お
ほ
か
る
べ
き

か
。（24）

こ
の
「
伊
東
吉
太
郎
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
が
「
伊
藤

吉
太
郎
」
の
誤
記
だ
と
す
れ
ば
、
塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴
』
に
僅
か
に
言
及
の
あ
る
、
春
陽
堂

関
係
者
と
し
て
露
伴
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
た
人
物
だ
が
、
そ
の
場
合
で
も
詳
し
い
こ
と

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
露
伴
と
の
会
話
内
容
か
ら
は
、
訪
米
経
験
が
あ
り
、
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ

ス
ト
ラ
ン
を
実
際
に
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
物
で
は
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
点

も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
日
、
露
伴
の
も
と
を
訪
れ
た
伊
東
は
、
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ

い
て
教
え
、「
市
中
人
々
飲
食
に
冗
費
を
な
す
の
弊
を
拯
ひ
た
き
事
な
ど
」
を
話
し
、
露
伴
は
、

こ
れ
に
大
い
に
賛
成
し
た
こ
と
が
日
記
か
ら
伺
え
る
。「
清
潔
簡
捷
質
實
を
旨
」
と
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
と
し
て
「
チ
ャ
イ
ル
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
」
の
こ
と
を
こ
の
日
の
日
記
に
露
伴
は
記
し
、
同

時
代
の
日
本
の
外
食
産
業
へ
の
不
満
も
述
べ
て
い
る
。
露
伴
が
見
る
と
こ
ろ
、
こ
の
当
時
の

日
本
の
飲
食
店
は
、
ま
ず
、
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
店
が
多
く
、
一
方
で
蕎
麦
や
稲
荷
寿
司
を

食
べ
れ
ば
安
く
あ
が
る
が
、
そ
の
場
合
は
「
不
潔
不
安
心
」
に
堪
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど

ち
ら
も
い
い
と
思
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
出
先
で
空
腹
を
感
じ
て
も
数
時
間
な
ら
我
慢
す
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。
事
実
、
露
伴
が
「
供
食
會
社
」
を
書
い
た
一
九

一
二
年
よ
り
す
こ
し
前
だ
が
、
日
本
の
安
い
食
堂
が
い
か
に
汚
か
っ
た
か
は
、
松
原
岩
五
郎

『
最
暗
黒
の
東
京
』（
一
八
九
三
）
な
ど
に
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。
安
い
店
は
す
で
に
あ
っ

た
。
し
か
し
、
汚
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
露
伴
は
、
伊
東
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ

ン
の
話
を
聞
く
と
、「
不
潔
」
で
な
く
「
廉
価
」
で
「
敏
捷
」
に
食
事
を
と
れ
る
こ
ん
な
店
が

日
本
に
も
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
、
と
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
半
年
前
に
伊
東
か
ら
聞
い
た
談
話
を
直
接
の
発
想
源
に
書
か
れ
た
の
が
「
供
食

會
社
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
試
み
に
触
発

さ
れ
て
生
ま
れ
、
そ
の
日
本
化
と
し
て
露
伴
が
考
え
る
ア
イ
デ
ィ
ア
の
飛
躍
に
も
気
が
つ
く
。
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か
つ
て
「
御
手
製
未
来
記
」
を
論
じ
た
筆
者
の
論
文
に
も
書
い
た
こ
と
だ
が
、
露
伴
は
、「
供

食
會
社
」
の
前
年
に
書
い
た
「
御
手
製
未
来
記
」
で
、
西
洋
の
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア
（
例
・
カ
ー

ド
式
帳
簿
法
）
な
ど
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
他
の
対
象
に
対
し
て
も
応
用

す
る
こ
と
（
例
・
読
ん
だ
本
の
整
理
に
カ
ー
ド
式
を
使
う
と
よ
い
）
の
価
値
を
強
調
し
て
お
り
、『
実
業

少
年
』
掲
載
の
露
伴
の
文
章
の
多
く
に
は
、
こ
の
問
題
意
識
が
確
認
で
き
る
と
筆
者
は
考
え

て
い
る
（25）
。「
供
食
会
社
」
に
お
い
て
も
、
西
洋
の
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア
を
応
用
し
て
受
容
し
よ

う
と
す
る
態
度
が
見
え
る
。
発
想
源
で
あ
る
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
試
み
は
、
パ
ン
ケ
ー

キ
な
ど
の
迅
速
に
提
供
で
き
る
料
理
を
清
潔
で
明
る
い
店
内
で
過
剰
な
給
仕
は
ぬ
き
に
し
て

低
価
格
で
客
に
出
す
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
露
伴
に
よ
る
そ
の
応
用
は
、
大
規
模
に
御

飯
を
炊
き
、
一
日
三
回
配
達
す
る
御
飯
配
達
供
給
会
社
を
つ
く
り
、
炊
事
の
煩
瑣
か
ら
解
放

さ
れ
た
簡
素
で
充
実
し
た
生
活
を
実
現
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
根
本
に
あ
る
も
の

は
似
て
い
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
。
だ
か
ら
だ
め
だ
と
言
う
の
で
は
な
く
、
だ
か
ら
お
も
し
ろ
い
の
で
あ
る
。
露
伴

の
大
胆
な
応
用
性
は
、
ほ
か
の
日
本
人
が
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
を
見
た
記
録
を
読
む
と

よ
く
理
解
で
き
る
。
東
洋
史
学
者
で
、
台
北
帝
国
大
学
の
創
設
に
努
力
し
、
の
ち
に
初
代
総

長
も
務
め
た
幣
原
坦
が
一
九
一
〇
年
、
欧
米
諸
国
の
教
育
制
度
の
視
察
に
出
か
け
た
記
録
『
世

界
小
観
』（
宝
文
館
、
一
九
一
二
）
に
、
わ
ず
か
だ
が
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
言
及
が
あ
る
。

し
か
し
、
幣
原
は
、
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
と
し
て
、
高
い
食
事
を
と
る
人
も
い
れ
ば
安
く

済
ま
す
人
も
い
る
と
い
う
都
市
性
の
表
れ
と
し
て
、
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
言
及
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
（26）
。
も
う
少
し
、
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
に
詳
し
く
言
及
し
た
の
は
、
日

本
の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
草
分
け
と
も
言
わ
れ
、
日
本
に
チ
ェ
ー
ン
方
式
の
商
店
経
営

を
根
付
か
せ
た
と
も
言
わ
れ
る
清
水
正
巳
で
あ
る
（27）
。
清
水
の
観
察
は
、
商
業
界
の
人
だ
け

あ
っ
て
幣
原
よ
り
ず
っ
と
細
か
い
。『
米
国
の
商
店
と
日
本
の
商
店
』（
一
九
二
一
年
）で
は
、
チ
ャ

イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
簡
易
食
堂
全
般
を
語
っ
て
、
労
働
者
だ
け

で
は
な
く
立
派
な
服
装
を
し
た
人
々
も
気
軽
に
入
っ
て
い
る
こ
と
や
、
調
理
済
み
で
気
に
入
っ

た
も
の
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
食
事
が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
い
る
清
潔
さ
な
ど
に

感
心
し
、
特
に
「
清
潔
」
は
ア
メ
リ
カ
の
簡
易
食
堂
の
美
点
と
し
て
何
度
も
強
調
さ
れ
る
（28）
。

こ
ん
な
清
潔
で
安
い
飲
食
店
が
日
本
に
も
あ
っ
た
ら
い
い
の
に
、
と
思
う
点
は
露
伴
と
一
緒

だ
が
、
し
か
し
、
米
を
主
食
と
す
る
日
本
で
ど
の
よ
う
に
こ
の
試
み
を
応
用
し
た
ら
い
い
の

か
と
い
う
飛
躍
は
な
い
。
一
九
二
四
年
に
書
か
れ
た
『
商
売
世
界
見
物
』
で
は
直
接
チ
ャ
イ

ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
清
水
は
言
及
す
る
が
、
む
し
ろ
清
水
が
着
目
す
る
の
は
、
チ
ャ
イ
ル
ズ

レ
ス
ト
ラ
ン
の
チ
ェ
ー
ン
運
営
が
「
店
の
勝
手
を
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
」
と
い
う
安
心
感
を
客

に
与
え
、
複
数
の
店
舗
を
利
用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
経
営
上
の
利
点
で
あ
っ
た
（29）
。

こ
う
し
て
見
て
い
く
と
、
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
か
ら
、「
御
飯
供
給
配
達

會
社
」
を
発
想
し
た
露
伴
の
独
創
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

五
、�

資
本
主
義
か
ら
も
社
会
主
義
か
ら
も
語
ら
れ
た
デ
リ
バ
リ
ー
の
夢
、
幸
田
露
伴

と
堺
利
彦

湯
澤
規
子
が
詳
論
し
て
い
る
通
り
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
、
昭
和
に
か
け
、
大
規
模
化
・

共
同
化
す
る
こ
と
で
新
し
い
食
事
の
形
を
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
夢
見
て
実
行
し
て
い
っ
た
（30）
。
そ

の
よ
う
な
意
味
で
は
、
露
伴
が
作
中
で
「
大
供
食
會
社
」
と
呼
ぶ
大
規
模
な
食
品
産
業
へ
の

夢
は
、
や
が
て
す
ぐ
に
現
実
化
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
露
伴
が
作
中
後
半
で
登
場
人
物
に

語
ら
せ
る
「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」、
つ
ま
り
炊
き
立
て
ご
飯
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
直

接
に
近
い
ア
イ
デ
ィ
ア
は
あ
ま
り
な
い
。
と
は
い
え
、「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」
と
、
か
な
り

近
い
こ
と
を
言
う
人
も
い
た
。
同
時
代
の
日
本
で
露
伴
に
先
ん
じ
て
「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」

に
近
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
言
っ
て
い
た
の
は
、
筆
者
の
気
づ
い
た
範
囲
で
は
、
社
会
主
義
者
の

堺
利
彦
（
一
八
七
一-

一
九
三
三
）
で
あ
る
。
露
伴
「
供
食
會
社
」
に
語
ら
れ
る
「
御
飯
配
達
供
給

會
社
」
は
、
資
本
主
義
化
で
の
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
社
会
主
義
者
・

堺
利
彦
も
ま
た
、
似
た
主
張
を
し
て
い
た
。
二
人
の
共
通
性
と
差
異
を
こ
こ
で
は
確
認
し
た

い
。
堺
利
彦
は
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
か
ら
一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
ま
で
に
刊
行

し
た
『
家
庭
の
新
風
味
』
で
、
露
伴
の
言
う
「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」
と
よ
く
似
た
「
飯
た

き
配
達
会
社
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
述
べ
て
い
る
。

吾
輩
は
飯
た
き
配
達
会
社
と
い
う
よ
う
な
も
の
の
早
く
で
き
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

新
聞
配
達
、
牛
乳
配
達
の
よ
う
に
、
早
朝
に
飯
を
配
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
想
像
し

た
ま
え
。
い
か
に
便
利
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
何
事
に
も
改
良
を
喜
ば
ず
、
た
だ
従
来
の

習
慣
に
よ
り
た
が
る
細
君
た
ち
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
反
対
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
ま
た
、

多
年
の
経
験
に
よ
り
、
飯
た
き
の
火
加
減
、
水
加
減
に
ご
自
慢
の
細
君
た
ち
は
、
あ
る

い
は
こ
れ
が
た
め
に
失
望
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
世
の
中
の
大
勢
は
そ
れ
く
ら

い
な
失
望
反
対
の
た
め
に
食
い
と
め
ら
れ
ぬ
も
の
で
も
な
い
。
食
パ
ン
の
配
達
は
す
で

に
行
わ
れ
て
い
る
、
弁
当
の
配
達
も
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
が
一
転
す
れ
ば

た
だ
ち
に
飯
た
き
配
達
に
な
る
、
か
な
ら
ず
い
つ
か
は
飯
た
き
配
達
が
行
わ
れ
る
と
き
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が
来
る
に
相
違
な
い
。（
中
略
）
い
よ
い
よ
そ
う
な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
想
像
し
た
ま
え
。

台
所
第
一
の
や
っ
か
い
物
た
る
か
ま
ど
（
ヘ
ッ
ツ
イ
）
が
ま
ず
不
用
に
な
る
。
ま
き
も
タ

キ
ツ
ケ
も
不
用
に
な
る
、
炭
だ
け
あ
れ
ば
た
い
が
い
な
こ
と
は
間
に
合
う
、
米
び
つ
も

米
と
ぎ
お
け
も
不
用
に
な
る
。
細
君
の
朝
の
事
務
は
半
分
に
減
ず
る
。
年
末
も
す
す
払

い
も
不
必
要
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
。（
中
略
）
し
か
し
、
飯
た
き
配
達
の
で
き
ぬ
間
は
、
こ

ん
な
こ
と
を
い
っ
て
も
仕
方
が
な
い
か
ら
、
た
だ
な
る
べ
く
台
所
を
手
軽
に
す
る
た
め

に
、
小
人
数
の
家
な
ど
で
は
、
こ
の
ご
ろ
で
き
た
西
洋
ベ
ッ
ツ
イ
で
も
用
い
る
こ
と
を

吾
輩
は
勧
告
す
る
（31）

こ
れ
は
、
細
部
ま
で
露
伴
が
描
く
「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」
と
よ
く
似
た
主
張
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
①
御
飯
を
大
規
模
に
炊
い
て
家
へ
配
達
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
、
②
そ
の
組

織
が
「
会
社
」
と
い
う
営
利
目
的
の
組
織
と
し
て
想
像
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
③
世
の
中
の
反

発
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
、
④
パ
ン
の
配
達
に
疑
問
を
抱
か
な
い
の
に
御
飯
の
配
達
は
な
ぜ

だ
め
な
の
か
と
い
う
反
論
を
論
旨
に
含
む
こ
と
、
⑤
女
性
の
家
事
労
働
の
軽
減
と
い
う
利
点

を
言
う
こ
と
、
⑥
こ
の
試
み
の
成
功
の
先
に
台
所
ス
ペ
ー
ス
の
簡
易
化
の
未
来
が
言
及
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
堺
の
「
飯
た
き
配
達
会
社
」
の
主
張

に
賛
同
し
た
人
に
正
岡
子
規
が
い
る
（32）
。
先
述
の
よ
う
に
、
露
伴
「
供
食
會
社
」（
一
九
一
二
）

を
、
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
刺
激
へ
日
本
か
ら
応
答
し
た
小
説
と
捉
え
、
そ

こ
に
露
伴
の
創
造
的
飛
躍
が
認
め
ら
れ
る
と
筆
者
は
ひ
と
ま
ず
考
え
て
み
た
が
、
主
張
が
あ

ま
り
に
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
堺
利
彦
の
こ
う
し
た
先
行
ア
イ
デ
ィ
ア
を
露
伴
は
知
っ
て
い

て
、
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
話
と
接
続
さ
せ
て
小
説
化
し
た
こ
と
も
考
え
う
る
。
そ
の

場
合
、
露
伴
の
創
造
性
は
、「
材
源
か
ら
の
飛
躍
」
と
い
う
よ
り
、「
二
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の

接
続
」
と
い
う
意
義
に
減
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
確
定
的
な
こ
と
が

言
え
な
い
た
め
、
以
降
は
こ
う
し
た
堺
の
主
張
の
背
景
と
こ
の
主
張
が
微
妙
に
ト
ー
ン
を
変

え
て
い
く
様
子
を
お
さ
え
た
い
。

ま
ず
、
堺
が
こ
う
し
た
集
合
的
な
炊
事
に
関
し
て
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
た
の
は
、
お
そ
ら

く
ア
メ
リ
カ
の
作
家
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
（Edw

ard Bellam
y, 1850-1898

）
の
「
か
え
り

み
れ
ば　

二
〇
〇
〇
年
よ
り
一
八
八
七
年
」（Looking Backw

ard: 2000-1887

）
だ
ろ
う
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
予
見
な
ど
で
も
知
ら
れ
る
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
を
、
堺
は
、
最
初
「
ユ

ト
ピ
ア
の
話
」
と
し
て
一
九
〇
三
年
四
月
に
抄
訳
を
掲
載
し
（『
家
庭
雑
誌
』
第
一
号
）、
六
月
に

「
百
年
後
の
新
社
会
」（『
家
庭
雑
誌
』
六
号
）
と
し
て
補
訂
し
た
も
の
を
発
表
、
一
九
〇
四
年
に
は

平
民
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
刊
行
し
た
（
な
お
、
堺
利
彦
以
前
に
も
数
種
の
翻
訳
が
あ
る
）。
こ
れ
ら
は

『
家
庭
の
新
風
味
』
が
書
か
れ
た
の
ち
の
翻
訳
だ
が
、
翻
訳
を
刊
行
す
る
以
前
か
ら
堺
は
ベ
ラ

ミ
ー
の
こ
の
本
に
親
し
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。「
か
え
り
み
れ
ば
」
が
描
く
二
〇
〇
〇
年

の
未
来
社
会
に
は
「
公
共
厨
房
」
が
登
場
す
る
（33）
。
岡
崎
一
も
言
う
よ
う
に
、「
公
共
厨
房
」

を
描
い
た
部
分
は
、「
か
え
り
み
れ
ば
」
の
け
し
て
中
心
的
な
部
分
で
は
な
い
が
、
堺
が
「
ユ

ト
ピ
ア
の
話
」
と
し
て
出
し
た
最
初
の
抄
訳
か
ら
含
ま
れ
て
お
り
（34）
、
堺
が
こ
の
ア
イ
デ
ィ

ア
を
含
む
部
分
を
特
に
選
ん
で
翻
訳
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
刊
行
の
時
期
は
前
後
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
読
書
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
、
家
庭
を
単
位
と
し
た
社
会
改
良
を
訴
え
る

「
家
庭
の
新
風
味
」
の
中
に
「
飯
た
き
配
達
会
社
」
と
し
て
「
公
共
厨
房
」
を
日
本
化
し
た
ア

イ
デ
ィ
ア
が
登
場
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
尾
原
宏
之
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
堺
利
彦
が

「
家
庭
の
新
風
味
」
で
言
う
「
飯
た
き
配
達
会
社
」
は
、
ベ
ラ
ミ
ー
の
作
品
に
登
場
す
る
公
共

厨
房
と
一
定
の
親
和
性
が
認
め
ら
れ
る
（35）
。

こ
う
し
た
堺
の
「
飯
た
き
配
達
会
社
」
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
そ
の
後
、
微
妙
に
ト
ー
ン
を

変
え
て
い
く
。
一
九
〇
六
年
と
一
九
〇
七
年
に
堺
が
似
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
文
章
を
見
て

み
よ
う
。

百
軒
の
家
が
百
個
の
竃
を
使
つ
て
別
々
に
飯
を
炊
く
よ
り
は
皆
が
申
合
せ
て
一
個
の
大

き
な
飯
炊
所
を
拵
え
た
方
が
簡
易
で
あ
る
（36）

ま
た
仮
に
飯
を
た
く
こ
と
が
婦
人
の
天
職
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
お
い
お
い
飯
炊
法
が
改

良
せ
ら
れ
て
、
各
戸
別
々
に
か
ま
ど
を
据
え
つ
く
る
は
不
経
済
の
は
な
は
だ
し
き
も
の

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一
〇
〇
軒
も
二
〇
〇
軒
も
が
一
緒
に
な
り
、
も
し
く
は
一
町
内
、

一
村
落
が
申
し
合
わ
せ
て
、
大
仕
掛
け
の
共
同
飯
炊
所
を
作
る
の
日
あ
り
と
す
れ
ば
、
数

百
人
の
細
君
が
数
人
ず
つ
か
わ
る
が
わ
る
飯
炊
当
番
に
な
る
と
し
て
も
、
わ
ず
か
に
一

〇
〇
日
に
一
度
だ
け
し
か
そ
の
天
職
を
尽
く
し
え
ざ
る
こ
と
と
な
る
に
あ
ら
ず
や
。
（37）

『
家
庭
の
新
風
味
』
か
ら
約
五
年
後
に
発
表
し
た
二
つ
の
文
章
を
よ
く
読
む
と
、
些
細
な
よ

う
に
見
え
て
大
き
な
差
異
で
は
な
い
か
と
思
う
の
は
、
炊
事
を
共
同
化
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
大
枠
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
実
行
す
る
組
織
の
名
前
が
『
家
庭
の
新
風
味
』

で
は
「
飯
た
き
配
達
会
社
」
と
「
会
社
」
だ
っ
た
の
に
対
し
、
約
五
年
後
の
二
つ
の
文
章
で

は
「
飯
炊
所
」「
共
同
炊
飯
所
」
と
よ
り
社
会
主
義
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
組
織
に
よ
っ
て
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実
行
さ
れ
る
べ
き
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
と
変
貌
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
意
味
を
重
く
と
れ
ば
、

堺
の
初
期
の
文
章
で
は
、
資
本
主
義
下
で
の
改
良
的
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
も

の
が
、
五
年
後
に
は
、
よ
り
社
会
主
義
の
文
脈
へ
ト
ー
ン
を
変
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

も
し
も
露
伴
が
堺
利
彦
を
参
照
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
初
期
の
『
家
庭
の
新
風
味
』
に
あ
っ

た
「
会
社
」
的
改
良
主
義
を
受
け
継
い
で
お
り
、
こ
う
し
た
飯
た
き
配
達
会
社
→
飯
炊
所
・

共
同
飯
炊
所
へ
の
微
妙
な
変
貌
の
問
題
意
識
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
露
伴
は
、『
実
業
少

年
』
と
い
う
実
業
系
の
雑
誌
に
書
い
て
い
る
こ
と
も
関
係
す
る
が
、
は
っ
き
り
と
資
本
主
義

下
で
の
新
し
い
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
「
御
飯
配
達
供
給
会
社
」
を
考
え
て
い
た
。
露
伴

と
堺
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス

ト
ラ
ン
を
成
立
さ
せ
た
想
像
力
と
同
種
の
も
の
と
し
て
並
べ
て
書
き
、
社
会
主
義
的
に
共
有

さ
れ
る
食
事
の
夢
で
は
な
く
、
現
在
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
へ
つ
な
が
る
よ
う
な
食
事
の

夢
と
し
て
露
伴
は
描
い
た
の
で
、
露
伴
「
御
飯
配
達
供
給
會
社
」
と
堺
「
飯
た
き
配
達
会
社
」

と
は
か
な
り
近
い
軌
道
を
描
い
て
接
近
し
な
が
ら
や
が
て
分
か
れ
て
い
く
二
つ
の
想
像
力
だ
っ

た
よ
う
に
も
思
え
る
（38） 

（39）
。

六
、「
簡
易
生
活
」
概
念
が
結
ぶ
も
の

最
後
に
、「
簡
易
生
活
だ
も
の
」
と
い
う
露
伴
「
供
食
會
社
」
冒
頭
に
登
場
し
た
何
気
な
い

言
葉
が
持
つ
時
代
的
意
味
を
考
え
た
い
。
こ
の
言
葉
は
、
露
伴
や
堺
が
と
も
に
御
飯
の
配
達

会
社
と
い
う
よ
く
似
た
夢
を
語
っ
た
背
景
を
教
え
て
く
れ
る
よ
う
な
言
葉
に
思
え
る
。

「
簡
易
生
活
」
が
単
に
「
簡
易
な
生
活
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
明
治
の
後
期
か
ら
流
行

し
は
じ
め
る
興
味
深
い
生
活
改
善
概
念
で
あ
る
こ
と
は
、
近
年
、
久
井
英
輔
や
山
下
泰
平
が

指
摘
し
て
い
る
（40）
。
彼
ら
の
研
究
に
し
た
が
っ
て
簡
単
に
「
簡
易
生
活
」
を
ま
と
め
れ
ば
、
明

治
中
期
、
フ
ラ
ン
ス
人
牧
師
、
シ
ャ
ル
ル
・
ワ
グ
ネ
ル
のLa V

ie Sam
ple

（
一
八
九
五
年
）
の

翻
訳
『
簡
易
生
活
』
が
刊
行
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
概
念
で
あ
り
、
近

代
人
の
複
雑
化
し
た
生
活
の
原
因
を
物
質
的
欲
求
の
増
大
に
見
て
、
む
し
ろ
「
簡
易
」
こ
そ

が
社
会
秩
序
を
も
た
ら
す
と
い
う
考
え
方
が
流
行
し
、
や
が
て
こ
れ
が
日
本
で
独
自
な
変
容

を
遂
げ
て
い
く
。
山
下
泰
平
が
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
ま
と
め
て
い
る
が
、「
本
来
の
簡
易
生

活
は
「
物
欲
に
溺
れ
ず
簡
素
な
生
活
を
送
り
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
生
き
て
い
こ
う
」
程
度

の
意
味
」
だ
っ
た
も
の
が
、
や
が
て
「
と
に
か
く
簡
易
で
い
こ
う
。
簡
易
の
た
め
に
は
、
言

葉
も
生
活
も
変
え
て
し
ま
え
」
と
い
う
よ
う
な
不
思
議
な
勢
い
を
持
つ
に
到
る
。
そ
し
て
、
そ

の
要
点
の
一
つ
は
「
衣
食
住
を
簡
易
に
す
る
」
点
に
あ
っ
た
（41）
。
ワ
グ
ネ
ル
に
端
を
発
す
る

簡
易
生
活
を
独
自
に
変
容
さ
せ
て
い
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
、
堺
利
彦
や
堺
の
友
人
の
小
説

家
、
上
司
小
剣
（
一
八
四
七-

一
九
四
七
）
で
あ
り
、
彼
ら
は
、『
家
庭
雑
誌
』（
由
文
社
、
一
九
〇
三

年-

一
九
〇
九
年
）
や
『
簡
易
生
活
』（
簡
易
生
活
社
、
一
九
〇
六-

一
九
〇
七
年
）
な
ど
の
雑
誌
で
、
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
方
面
を
「
簡
易
」
に
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
訴
え
た
（42）
。
彼
ら
は
、
手
の

つ
け
や
す
い
自
分
自
身
の
生
活
を
「
簡
易
」
な
方
向
に
向
か
わ
せ
生
活
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
主
張
は
、
茶
代
の
廃
止
と
か
盆
暮
の
贈
答
品
の
廃
止
の
よ
う
な

比
較
的
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
も
の
か
ら
玄
関
の
廃
止
な
ど
い
さ
さ
か
突
飛
に
思
え
る
も
の

ま
で
あ
っ
た
が
、
虚
飾
を
排
し
、
生
活
の
実
質
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
い
う
主
張
は
、
生
活
が

複
雑
に
な
り
、
煩
わ
し
さ
が
増
す
ば
か
り
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
当
時
の
人
々
に
対
し
て
、
一

定
の
影
響
力
を
持
っ
た
。「
簡
易
生
活
」
の
反
対
は
し
い
て
言
え
ば
「
煩
瑣
生
活
」
で
あ
り
、

簡
易
生
活
概
念
の
流
行
は
、
大
正
期
に
流
行
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
改
善
運
動
の
前
史
と
も

呼
び
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
供
食
會
社
」
の
冒
頭
、
五
郎
が
味
噌
汁
作
り
を
す
る
場
面
で
、
味
噌
を
擦
る
擂
鉢
が
な
く
、

鍋
に
直
接
味
噌
を
入
れ
る
場
面
に
露
伴
は
「
簡
易
生
活
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
。
簡

易
生
活
の
要
諦
の
一
つ
は
、
よ
く
考
え
れ
ば
そ
う
必
要
で
は
な
い
も
の
を
生
活
か
ら
排
す
こ

と
で
生
活
を
シ
ン
プ
ル
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
二
人
の
生
活
に
擂
鉢
が
な
い
こ
と

は
、
貧
し
さ
だ
け
を
描
写
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
な
け
れ
ば
な
い
で
済
む
も
の
を
排
し
て

手
早
く
食
事
す
る
と
い
う
生
活
を
肯
定
す
る
た
め
に
、
露
伴
は
流
行
語
「
簡
易
生
活
」
を
こ

こ
に
使
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
作
品
全
体
で
描
か
れ
る
供
食
会
社
や
御
飯
配
達
供
給
會
社
も

ま
た
、
簡
易
生
活
と
は
っ
き
り
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
っ
た
。
幸
田
露
伴
が
簡
易
生
活
へ

言
及
し
て
い
る
文
章
は
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
幾
つ
か
の
言
及
か
ら
は
、「
簡
易

生
活
」
概
念
に
露
伴
が
好
感
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
伺
え
る
。
も
っ
と
も
わ
か
り
や

す
く
そ
う
し
た
露
伴
の
態
度
が
確
認
で
き
る
の
は
、
一
九
一
四
年
に
東
亜
堂
か
ら
刊
行
さ
れ

る
『
修
省
論
』
だ
ろ
う
。
そ
の
中
の
「
簡
易
の
二
文
字
」
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
進
歩
に
よ
っ
て

ま
す
ま
す
社
会
が
複
雑
で
煩
瑣
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
時
代
認
識
を
述
べ
、
そ
う
し
た
も
の

に
人
々
が
疲
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
に
す
る
。
そ
し
て
、
露
伴
は
そ
う
し
た
時
代
へ
の
反
発

と
し
て
起
こ
る
「
簡
易
生
活
を
尚
ば
ん
と
す
る
一
部
の
人
々
の
叫
聲
」
に
共
感
を
表
明
し
、

「
簡
易
」
と
は
、
そ
れ
自
体
が
「
大
道
徳
」
で
あ
り
、「
大
妙
諦
」
だ
と
も
言
う
（43）
。
時
代
状

況
へ
の
対
抗
的
文
化
運
動
と
し
て
露
伴
は
「
簡
易
生
活
」
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
一
定
の

共
感
を
示
し
て
い
た
。

「
簡
易
生
活
」
概
念
の
主
唱
者
た
ち
に
は
初
期
の
社
会
主
義
者
が
多
か
っ
た
が
、
政
治
的
概
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念
と
い
う
よ
り
は
生
活
様
式
を
め
ぐ
る
改
善
概
念
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
ゆ
る
や
か
に
さ
ま

ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
人
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。「
簡
易
生
活
」
と
い
う
言
葉
は
、「
供
食

會
社
」
が
同
時
代
的
に
共
有
し
て
い
た
夢
の
意
外
な
広
が
り
と
結
び
つ
き
を
教
え
て
く
れ
る

言
葉
で
あ
る
。

終
わ
り
に
、
露
伴
の
簡
易
な
も
の
へ
の
憧
れ

以
上
、
本
論
で
は
先
行
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な
い
「
供
食
會
社
」
を
め
ぐ
っ
て
、
ま
ず
掲
載

媒
体
の
性
質
や
「
御
手
製
未
来
記
」
と
の
連
続
性
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
作
品
の
内
容

を
や
や
詳
し
く
確
認
し
て
い
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、「
供
食
會
社
」
の
作
中
で
述
べ
ら
れ
る
外

食
産
業
の
新
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
同
時
代
ア
メ
リ
カ
の
チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
レ
ス

ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
展
的
に
受
容
し
、
炊
き
立
て
御
飯
の
デ
リ
バ
リ
ー
会

社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
へ
と
飛
躍
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
ご
飯

配
達
会
社
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
露
伴
に
先
ん
じ
て
、
社
会
主
義
者
・
堺
利
彦
（
一
八
七
一-

一
九

三
三
）
の
「
家
庭
の
新
風
味
」（
一
九
〇
一-

一
九
〇
二
）
な
ど
に
も
す
で
に
見
ら
れ
る
発
想
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
意
外
な
連
関
を
読
み
解
い
て
み
た
。
ま
た
、
最
後
に
共
同
炊
事
が
、

資
本
主
義
的
な
文
脈
か
ら
も
社
会
主
義
的
な
文
脈
か
ら
も
同
時
代
的
に
夢
み
ら
れ
た
背
景
と

し
て
、「
簡
易
生
活
」
と
い
う
当
時
の
流
行
概
念
が
両
者
を
ゆ
る
や
か
に
結
ぶ
も
の
だ
っ
た
と

考
え
う
る
こ
と
を
述
べ
た
。

「
供
食
會
社
」
を
考
え
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
に
な
る
の
は
、
露
伴
が
こ
の
作
品
で
志
向

す
る
も
の
は
、
い
ず
れ
の
文
脈
か
ら
も
「
簡
易
」
と
い
う
概
念
に
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。
こ
の
作
品
の
み
な
ら
ず
、「
簡
易
」
は
露
伴
の
好
む
言
葉
の
一
つ
だ
っ
た
。
幸
田
文
は
、

晩
年
の
露
伴
が
よ
く
、「
鹿
の
皮
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」
を
着
る
暮
ら
し
が
し
た
い
、
と
口
に

し
た
こ
と
を
書
き
残
し
て
い
る
（44）
。
そ
の
意
味
は
、「
人
に
煩
は
さ
れ
ず
煩
は
さ
ず
、
好
き
な

道
に
専
念
し
簡
易
な
生
活
を
す
る
。
木
の
実
草
の
芽
で
も
食
は
事
足
り
、
縫
針
の
い
ら
な
い

鹿
の
皮
の
ち
や
ん
〳
〵
こ
で
い
た
い
。」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。

「
御
手
製
未
来
記
」（
一
九
一
一
）「
供
食
會
社
」（
一
九
一
二
）
な
ど
の
未
来
の
商
業
ア
イ
デ
ィ

ア
を
明
る
く
年
少
読
者
に
語
る
作
品
を
書
い
た
こ
ろ
の
露
伴
の
実
生
活
は
、
生
涯
で
も
っ
と

も
苦
し
い
時
期
の
一
つ
だ
っ
た
と
言
え
る
。
一
九
一
〇
年
四
月
、
妻
・
幾
美
子
を
亡
く
し
た

露
伴
は
、
老
い
た
露
伴
の
実
母
・
幸
田
猷
や
、
亡
く
し
た
妻
の
姉
・
久
子
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
現
代
風
に
呼
べ
ば
三
人
の
子
供
を
抱
え
た
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
と
し
て
生
活
に
奮

闘
し
て
い
た
。「
供
食
會
社
」
の
文
章
の
表
面
に
は
、
こ
う
し
た
苦
悩
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
な
い
。
一
方
で
、
合
理
的
に
生
活
を
楽
に
す
る
こ
と
を
炊
飯
と
い
う
問
題
か
ら
語
っ

た
「
供
食
會
社
」
は
、
関
谷
博
も
言
う
よ
う
に
、
こ
う
し
た
シ
ン
グ
ル
フ
ァ
ザ
ー
の
家
庭
生

活
を
め
ぐ
る
問
題
と
も
無
縁
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
（45）
。
そ
し
て
そ
れ
は
、「
簡
易
」
を

志
向
す
る
時
代
流
行
へ
の
共
感
と
も
結
び
つ
き
、
海
を
越
え
た
ア
メ
リ
カ
の
簡
易
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
に
直
接
は
触
発
さ
れ
、
社
会
主
義
者
た
ち
の
描
い
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
も
意
外

な
近
接
を
見
せ
る
未
来
の
共
同
炊
事
へ
の
夢
の
言
葉
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

注（1）	

竹
内
洋
『
立
身
出
世
主
義　

近
代
日
本
の
ロ
マ
ン
と
欲
望
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九

九
七
年
、
一
五
二
頁

（2）	

佐
藤
洋
一
「
石
井
研
堂
編
集
雑
誌
『
実
業
少
年
』
の
刊
行
過
程
に
つ
い
て
」『
福
島
県
立

博
物
館
紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
福
島
県
立
博
物
館
、
一
六
三-

一
七
〇
頁

（3）	

三
宅
雪
嶺
『
想
痕
』
至
誠
堂
書
店
、
一
九
一
六
年
、
五
五
七-

五
五
八
頁

（4）	

現
在
ま
で
の
筆
者
の
調
査
・
蒐
集
で
分
か
っ
た
『
実
業
少
年
』（
一
九
〇
八-

一
九
一
二
、
博

文
館
）
掲
載
の
幸
田
露
伴
の
文
章
を
番
号
を
振
っ
て
示
す
。
①
「
甘
味
の
三
世
」『
実
業

少
年
』
第
一
巻
三
号
（
一
九
〇
八
年
三
月
）、
②
「
人
類
世
界
の
主
催
者
た
る
鐵
の
面
白
き

研
究
」『
実
業
少
年
』
第
三
巻
十
四
号
（
一
九
〇
九
年
十
二
月
）、
③
「
人
類
世
界
の
主
催
者

た
る
鐵
の
研
究
」『
実
業
少
年
』
第
四
巻
二
号
（
一
九
一
〇
年
二
月
）、
④
「
滑
稽
御
手
製
未

来
記
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
一
号
（
一
九
一
一
年
一
月
）、
⑤
「
お
手
製
未
来
記　

獨
立
獨

行
の
巻
」
第
五
巻
二
号
（
一
九
一
一
年
二
月
）、
⑥
「
お
手
製
未
来
記　

天
地
ひ
ツ
く
り
か

へ
る
大
變
事
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
四
号
（
一
九
一
一
年
四
月
）、
⑦
「
お
手
製
未
来
記　

無
線
電
力
輸
送
と
常
燈
銀
行
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
五
号
（
一
九
一
一
年
五
月
）、
⑧
「
お

手
製
未
来
記　

盗
難
保
険
会
社
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
七
号
（
一
九
一
一
年
六
月
）、
⑨

「
お
手
製
未
来
記
（
六
）　

交
通
機
関
の
大
遺
利
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
八
号
（
一
九
一
一

年
七
月
）、
⑩
「
お
手
製
未
来
記
（
七
）　

破
天
荒
の
圧
搾
空
気
の
大
利
用
」『
実
業
少
年
』

第
五
巻
第
九
号
（
一
九
一
一
年
八
月
）、
⑪
「
お
手
製
未
来
記
（
八
）　

百
八
十
二
億
個
の
鶏

卵
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
第
十
号
（
一
九
一
一
年
九
月
）、
⑫
「
お
手
製
未
来
記
（
九
）　

旨

い
も
の
を
廉
く
食
は
れ
る
法
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
第
十
一
号
（
一
九
一
一
年
十
月
）、
⑬

「
御
手
製
未
来
記
（
十
）　

旨
い
も
の
を
廉
く
食
は
れ
る
法
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
第
十

三
号
（
一
九
一
一
年
十
一
月
）、
⑭
「
御
手
製
未
来
記
（
十
一
）
天
然
力
使
用
と
人
力
整
理
と
」

56

研究論文［共同炊事への夢 ― 幸田露伴「供食會社」（一九一二）とチャイルズレストラン、堺利彦、簡易生活 ―］吉田 大輔

京都芸術大学 紀要「Genesis 28」



『
実
業
少
年
』
第
五
巻
第
十
四
号
（
一
九
一
一
年
十
二
月
）、
⑮
「
小
説　

供
食
会
社
」『
実
業

少
年
』
第
六
巻
第
一
号
（
一
九
一
二
年
一
月
）、
⑯
「
小
説　

芥
子
大
黒
」『
実
業
少
年
』
第

六
巻
第
二
号
（
一
九
一
二
年
二
月
）、
⑰
「
人
世
の
萬
事
を
豫
知
す
べ
き
道
具
」『
実
業
少
年
』

第
六
巻
三
号
（
一
九
一
二
年
三
月
）、
⑱
「
小
農
園
」『
実
業
少
年
』
第
六
巻
五
号
（
一
九
一
二

年
五
月
）、
⑲
「
科
学
的
文
學　

磐
根
水
之
助
自
傳
」『
実
業
少
年
』
第
六
巻
七
号
（
一
九

一
二
年
七
月
）、
⑳
「
實
業
小
説　

米
價
問
答
」『
実
業
少
年
』
第
六
巻
九
号
（
一
九
一
二
年

九
月　

＊
『
露
伴
全
集
』
は
「
八
月
」
と
書
い
て
い
る
が
間
違
い
）。
こ
の
う
ち
、
①
、
⑭
、
⑲
以
外

の
文
章
は
、
一
九
一
五
年
、
東
亜
堂
書
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
縮
刷
名
著
叢
書　

第
五

巻　

立
志
立
功
』
に
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
以
上
の
う
ち
、
②
③
の
文
章
は
、『
露
伴
全

集
』
で
は
初
出
不
明
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、「
露
伴
」
で
は
な
く
「
鐵
隠
」
と
い
う
署

名
で
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
筆
者
が
以
下
の
報
告
で
露
伴
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
吉
田
大
輔
「
幸
田
露
伴
の
少
年
文
学
「
鐵
の
物
語
」
初
出
の
発
見

に
つ
い
て　

 

― 

雑
誌
『
実
業
少
年
』
掲
載
「
人
類
世
界
の
主
催
者
た
る
鐵
の
面
白
き
研

究
」（
署
名
・
鐵
隠
） 

― 

」『
京
都
芸
術
大
学
紀
要　

Genesis

』
二
十
四
号
（
京
都
芸
術
大
学
、

二
〇
二
〇
年
九
月
）
一
三
六-

一
四
二
頁
。

（5）	

吉
田
大
輔
「
幸
田
露
伴
「
御
手
製
未
来
記
」（
一
九
一
一
）
に
お
け
る
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア 

そ

の
文
化
史
的
・
産
業
史
的
意
義
の
一
端
に
つ
い
て
」『
比
較
文
学
』
六
十
二
巻
、
日
本
比

較
文
学
会
、
二
〇
二
〇
年

（6）	

本
文
に
も
述
べ
た
が
、（
４
）
の
⑭
に
記
し
た
「
御
手
製
未
来
記
（
十
一
）
天
然
力
使
用
と

人
力
整
理
と
」『
実
業
少
年
』
第
五
巻
第
十
四
号
（
一
九
一
一
年
十
二
月
）
は
、
こ
れ
ま
で

ま
っ
た
く
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
発
見
の
意
義
は
、
本

稿
と
同
時
に
発
表
す
る
予
定
の
以
下
の
拙
稿
で
詳
し
く
述
べ
た
い
。
吉
田
大
輔
「
幸
田

露
伴
「
御
手
製
未
来
記
」（「
番
茶
會
談
」）最
終
回
の
発
見
と
「
実
業
学
」
の
連
鎖　

 

― 

一
九

一
一-

一
二
年
、『
実
業
少
年
』
掲
載
の
露
伴
少
年
文
学
へ
の
視
点 

― 

」『
京
都
芸
術
大

学
紀
要　

Genesis

』
二
十
八
号
（
京
都
芸
術
大
学
、
二
〇
二
四
年
秋
刊
行
予
定
）
頁
数
未
定
。

（7）	

幸
田
露
伴
「
御
手
製
未
来
記
（
十
一
）
天
然
力
使
用
と
人
力
整
理
と
『
実
業
少
年
』
五
巻

十
四
号
、
博
文
館
、
一
九
一
一
年
十
二
月
、
十
五
頁
、
傍
線
引
用
者

（8）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
第
五
巻
第
十
四
号
、
二
十
頁

（9）	

塩
谷
賛
『
幸
田
露
伴
』
中
、
中
公
文
庫
、
一
九
七
七
年
、
二
九
二-

二
九
三
頁
。
こ
こ

で
塩
谷
が
言
っ
て
い
る
露
伴
の
日
記
は
お
そ
ら
く
、
一
九
一
一
年
十
二
月
四
日
・
五
日

の
露
伴
の
日
記
に
「
四
日　

石
井
研
堂
来
る
。
原
稿
を
求
め
に
也
。（
中
略
）
五
日　

石

井
研
堂
来
る
。
原
稿
を
わ
た
す
。」
と
あ
る
の
を
指
し
て
い
る
（
幸
田
露
伴
「
六
十
日
記　

第

六
」『
露
伴
全
集
』
第
三
十
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二
一
四
頁
）。
塩
谷
も
言
う
よ
う
に
、
一
九

一
一
年
十
二
月
四
日
の
夜
、
一
晩
で
書
い
た
作
品
が
「
供
食
会
社
」
な
の
だ
ろ
う
。

（10）	

嵐
山
光
三
郎
『
文
人
悪
食
』
新
潮
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
、
五
十
一-

五
十
二
頁

（11）	

関
谷
博
『
幸
田
露
伴
の
非
戦
論　

人
権
・
国
家
・
文
明　

<

少
年
文
学>

を
中
心
に
』
平

凡
社
、
二
〇
一
一
年
、
一
七
八
頁

（12）	

一
九
一
二
年
の
雑
誌
初
出
「
小
説　

供
食
会
社
」（『
実
業
少
年
』
第
六
巻
第
一
号
）
の
本
文
と
、

一
九
一
五
年
の
初
再
録
『
立
志
立
功
』
本
文
と
の
語
句
の
違
い
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
。

小
見
出
し
の
変
化
や
句
読
点
の
位
置
、
圏
点
、
助
詞
の
変
化
、
ル
ビ
の
振
り
方
の
違
い

な
ど
は
省
き
、
本
文
の
言
葉
が
は
っ
き
り
変
化
し
て
い
る
箇
所
に
絞
り
以
下
に
記
す
が
、

引
用
箇
所
に
そ
う
し
た
小
さ
な
差
異
も
含
む
場
合
は
、
そ
れ
も
示
し
て
い
る
。
一
九
一
二

年
の
初
出
と
一
九
一
五
年
の
再
録
で
作
中
の
試
算
の
数
値
を
増
や
す
方
向
に
変
え
て
い

る
の
は
、
一
九
一
四
年
に
勃
発
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
大
正
バ

ブ
ル
の
物
価
上
昇
を
受
け
て
の
修
正
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

	 


・�「（
前
略
）
此
頃
は
家
に
ば
か
り
居
て
勞
働
を
取
つ
て
居
た
の
だ
が
（
後
略
）」（
初
出
、
十

六
頁
）
→
「（
前
略
）
始
終
家
に
ば
か
り
居
て
勞
働
を
取
つ
て
居
た
の
だ
が
（
後
略
）」（
初

再
録
、
二
〇
二
頁
）

	 


・�「
手
早
く
其
準
備
を
終
つ
て
も
（
後
略
）」（
初
出
、
十
八
頁
）
→
「
今
し
も
手
早
く
其
準
備

を
終
つ
て
も
（
後
略
）」（
初
再
録
、
二
〇
四
頁
）

	 


・�「『
炊
事
の
労
な
ど
に
服
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
最
低
級
労
働
だ
か
ら
、
八
時
間
一
人

の
勞
働
賃
三
十
銭
と
假
定
し
て
、
月
に
四
十
五
萬
圓
、
一
年
に
五
百
四
十
萬
圓
だ
け

が
、
東
京
の
み
で
炊
事
の
爲
に
費
さ
れ
て
ゐ
る
譯
だ
ぜ
。』」（
初
出
・
十
九
頁
）
→
「『
炊

事
の
労
な
ど
に
服
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
最
低
級
労
働
だ
か
ら
、
八
時
間
一
人
の
勞

働
賃
三
十
銭
と
假
定
し
て
も
一
日
に
五
萬
人
で
、
一
萬
五
千
圓
、
一
月
に
は
百
五
十

萬
人
で
月
に
四
十
五
萬
圓
、
一
年
に
五
百
四
十
萬
圓
だ
け
が
、
東
京
の
み
で
炊
事
の

爲
に
費
さ
れ
て
ゐ
る
譯
だ
ぜ
。』」（
初
再
録
、
二
〇
八
頁
）

	 


・�「『
一
日
の
炊
事
賃
金
三
銭
七
厘
五
毛
と
勘
定
し
て
然
様
い
ふ
こ
と
に
な
る
。（
後
略
）』」

（
初
出
、
十
九
頁
）
→
「『
炊
事
を
延
時
間
に
し
て
、
最
低
級
勞
働
と
勘
定
し
て
見
て
も
然

様
い
ふ
こ
と
に
な
る
。（
後
略
）』」（
初
再
録
、
二
〇
八
頁
）

	 


・�「『（
前
略
）
そ
し
て
其
の
労
働
資
金
を
三
銭
七
厘
五
毛
で
受
合
う
も
の
は
有
る
ま
い
。

が
、
假
に
其
だ
け
で
濟
む
と
假
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
東
京
だ
け
で
五
百
萬
圓
か
ら
が
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其
の
爲
に
費
さ
れ
て
い
る
譯
だ
ぜ
。』」（
初
出
、
十
九
頁
）
→
「『（
前
略
）
そ
し
て
其
の
十

六
度
の
勞
働
賃
金
を
辨
富
自
辨
三
拾
銭
で
受
合
ふ
も
の
は
有
る
ま
い
。
が
、
假
に
其

だ
け
で
濟
む
と
假
定
し
た
と
こ
ろ
で
、
東
京
だ
け
で
一
年
五
百
萬
圓
か
ら
其
の
爲
に

費
さ
れ
て
い
る
譯
だ
ぜ
。』（
初
再
録
、
二
〇
九
頁
）

	 


・�「『（
前
略
）
即
ち
炊
事
に
か
ゝ
つ
て
居
る
爲
に
、
先
刻
の
假
定
の
勞
銀
に
比
し
て
、
三

銭
餘
の
損
耗
を
し
て
居
る
譯
に
當
る
。』」（
初
出
、
二
十
一
頁
）
→
「『（
前
略
）
即
ち
炊
事

に
か
ゝ
つ
て
居
た
爲
に
、
先
刻
の
假
定
の
勞
銀
三
十
分
が
一
銭
八
厘
餘
と
す
る
と
、
五

銭
餘
の
損
耗
を
し
て
居
る
譯
に
當
る
。』」（
初
再
録
、
二
一
六
頁
）

	 


・�「『
假
に
三
銭
づ
ゝ
一
日
に
損
を
見
る
と
し
て
、
四
十
萬
戸
で
は
日
に
一
萬
二
千
圓

づ
ゝ
の
損
で
、
月
に
は
三
十
六
萬
圓
、
一
年
に
は
四
百
三
十
二
萬
圓
の
損
だ
』」（
初

出
、
二
十
一
頁
）
→
「『
假
に
五
銭
づ
ゝ
一
日
に
損
を
見
る
と
し
て
、
四
十
萬
戸
で
は
日

に
二
萬
圓
づ
ゝ
の
損
で
、
月
に
は
六
十
萬
圓
、
一
年
に
は
七
百
二
十
萬
圓
の
損
だ
』」

（
初
再
録
、
二
一
六
頁
）

	 


・�「『
そ
れ
見
給
へ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
こ
こ
に
一
大
供
食
會
社
が
出
來
て
（
後
略
）』」（
初

出
、
二
十
一
頁
）
→
「『
そ
れ
見
給
へ
。
そ
れ
だ
か
ら
、
こ
こ
に
大
供
食
會
社
が
出
來
て

（
後
略
）』」（
初
再
録
、
二
一
七
頁
）
＊
初
再
録
で
は
、「
大
供
食
會
社
」
と
い
う
言
葉
の
前

後
を
改
行
し
、
文
中
の
「
大
供
食
會
社
」
を
「
三
、
大
供
食
會
社
」
と
し
て
そ
の
ま

ま
小
見
出
し
に
も
す
る
処
理
も
あ
る
。

	 


・�「『
そ
れ
は
然
様
だ
。
然
し
米
屋
と
薪
屋
と
竃
屋
や
鍋
釜
屋
や
桶
屋
と
は
困
る
。』」（
初

出
、
二
十
二
頁
）
→
「『
そ
れ
は
然
様
だ
。
然
し
米
屋
と
薪
屋
や
、
竃
屋
や
、
鍋
釜
屋
や
、

桶
屋
な
ん
ど
は
困
る
。』」（
初
再
録
、
二
一
八
頁
）

	 


・�「『
そ
こ
い
ら
も
社
會
組
織
の
不
完
全
な
罪
は
有
る
の
だ
が
、（
後
略
）』」（
初
出
、
二
十
二

頁
）
→
「『
そ
こ
い
ら
も
社
會
組
織
の
不
完
全
な
と
こ
ろ
に
罪
は
有
る
の
だ
が
、（
後

略
）』」（
初
再
録
、
二
一
九
頁
）

（13）	

幸
田
露
伴
「
供
食
會
社
」『
実
業
少
年
』
第
六
巻
一
号
、
博
文
館
、
一
九
一
二
・
一
月
、

十
六
頁

（14）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
十
七
頁
、
傍
線
引
用
者

（15）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
頁

（16）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十-

二
十
一
頁
、
傍
線
引
用
者

（17）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
一
頁
、
傍
線
引
用
者

（18）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
一-

二
十
二
頁
、
傍
線
引
用
者

（19）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
二-

二
十
三
頁
、
傍
線
引
用
者

（20）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
三
頁

（21）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
三
頁
、
傍
線
引
用
者

（22）	

前
掲
『
実
業
少
年
』
六
巻
一
号
、
二
十
四
頁
、
傍
線
引
用
者

（23）	

チ
ャ
イ
ル
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
以
下
の
ウ
ェ
ブ
記
事
な
ど
を
参
照
し

た
。Elizabeth Y

uko(2016), A
m

erica’s O
bsession W

ith Restaurant Food 
Safety D

ates Back to 1889, Bloom
berg (https://w

w
w

.bloom
berg.com

/
new

s/articles/2016-02-03/how
-the-pioneering-childs-restaurant-chain-built-

an-em
pire-based-on-food-safety-and-hygiene) 

（
最
終
閲
覧
日
・
二
〇
二
四
年
五
月
六
日
）

（24）	

幸
田
露
伴
「
六
十
日
記　

第
四
」『
露
伴
全
集
』
第
三
十
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
九

年
、
一
一
一
頁

（25）	

前
掲
吉
田
大
輔
「「
御
手
製
未
来
記
」（
一
九
一
一
）
に
お
け
る
商
業
ア
イ
デ
ィ
ア
」

（26）	

幣
原
坦
「
四
十　

紐
育
の
誇
り
」『
世
界
小
観
』
宝
文
館
、
一
九
一
二
、
四
四
八
頁

（27）	

清
水
本
人
に
つ
い
て
は
、
西
村
栄
治
「
第
八
章　

清
水
正
巳　

商
店
経
営
の
革
新
の
草

分
け
」『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
説
史　

日
本
編　

増
補
版
』
同
文
館
出
版
、
二
〇
〇
四
年

に
詳
し
い
。

（28）	

清
水
正
巳
『
米
国
の
商
店
と
日
本
の
商
店
』
白
羊
社
、
一
九
二
一
年
、
一
六
一-

一
六

四
頁

（29）	

清
水
正
巳
『
商
売
世
界
見
物
』
誠
文
堂
書
店
、
一
九
二
四
年
、
一
三
五-

一
三
六
頁

（30）	

湯
澤
規
子
『
胃
袋
の
近
代　

食
と
人
び
と
の
日
常
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八

年
。
同
書
が
描
く
食
事
の
近
代
化
の
歴
史
は
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
が
、
特
に
「
第
３

章　

共
同
炊
事
と
集
団
食
の
は
じ
ま
り
」「
第
四
章　

胃
袋
の
増
大
と
食
の
産
業
化
」
が
、

共
同
炊
事
の
夢
が
ど
の
よ
う
に
各
方
面
に
試
み
ら
れ
た
か
を
詳
論
し
て
い
る
。
な
お
、
い

ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
る
も
の
の
、
ア
メ
リ
カ
で
は
早
く
か
ら
食
事
を
配
達
す
る
ア
イ
デ
ィ

ア
が
存
在
し
た
よ
う
だ
、
ル
ー
ス
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
・
コ
ー
ワ
ン
、
高
橋
雄
造
訳
『
お
母

さ
ん
は
忙
し
く
な
る
ば
か
り　

家
事
労
働
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
史
』
法
政
大
学
出

版
局
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〇
七-

一
〇
八
頁
。

（31）	
堺
利
彦
「
家
庭
の
新
風
味
」『
堺
利
彦
全
集
』
第
二
巻
、
一
九
七
一
年
、
法
律
文
化
社
、

五
十
二-

五
十
三
頁

（32）	

一
九
〇
二
年
七
月
二
十
四
日
、
亡
く
な
る
二
か
月
前
の
正
岡
子
規
の
「
病
牀
六
尺
」
に

は
、
こ
う
あ
る
。「
家
庭
の
事
務
を
減
ず
る
た
め
に
飯
炊
會
社
を
興
し
て
飯
を
炊
か
す
や
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う
に
し
た
な
ら
ば
善
か
ら
う
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
そ
れ
は
善
き
考
で
あ
る
。
吾
々
の
如

き
下
女
を
置
か
ぬ
家
で
は
家
族
の
者
が
飯
を
炊
く
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
時
間
と
手
數

を
要
す
る
故
に
病
氣
の
介
抱
な
ど
を
し
な
が
ら
の
片
手
間
に
は
、
ち
と
荷
が
重
過
ぎ
る

の
で
あ
る
。」（
正
岡
子
規
「
病
牀
六
尺
」『
子
規
全
集
』
第
十
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
五
年
、
三
二
六
頁
）。

こ
れ
に
続
け
て
子
規
は
、
炊
飯
に
時
間
と
手
間
を
取
る
よ
り
、
お
い
し
い
お
か
ず
を
作
っ

て
く
れ
た
り
、
枕
元
で
お
も
し
ろ
い
話
を
し
て
く
れ
た
り
す
る
方
が
病
人
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
い
の
だ
と
言
う
。
母
と
妹
の
二
人
で
子
規
の
看
病
を
す
る
労
力
に
限
界
が
あ

る
の
は
む
ろ
ん
の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
切
実
な
事
情
の
あ
る
子
規
か
ら
見
る
と
堺
の
主

張
は
共
感
で
き
る
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
堺
自
身
も
、
子
規
が
こ
の
よ
う
な
反
応

を
「
病
牀
六
尺
」
に
記
し
て
い
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
（
前
掲
『
堺
利
彦
全
集
』
第
二
巻
、
一

六
六-

一
六
七
頁
）。

（33）	

「
公
共
厨
房
」
と
い
う
訳
語
は
、
以
下
に
基
づ
く
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
、
中
里
明

彦
訳
「
か
え
り
み
れ
ば　

二
〇
〇
〇
年
よ
り
一
八
八
七
年
」『
ア
メ
リ
カ
古
典
文
庫
７　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ
ラ
ミ
ー
』
研
究
社
、
一
九
七
五
年
、
一
〇
五
頁
、
一
二
五
頁
な
ど

（34）	

岡
崎
一
「Looking Backw

ard

と
堺
利
彦
」『
比
較
文
学
研
究
』
三
十
八
号
、
東
京
大

学
比
較
文
学
会
、
一
九
八
〇
年
、
七
十
七
頁

（35）	

尾
原
宏
之
「
堺
利
彦
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」　

明
治
社
会
主
義
に
お
け
る
「
理
想
」
の
一
断

面
」『
堺
利
彦　

初
期
社
会
主
義
の
思
想
圏
』
論
創
社
、
二
〇
一
六
年
、
七
十
頁

（36）	

堺
利
彦
「
共
同
と
平
等
」『
簡
易
生
活
』
第
一
号
、
十
七
頁
、
一
九
〇
六
年
、
傍
線
引

用
者

（37）	

堺
利
彦
「
婦
人
の
天
職
」『
堺
利
彦
全
集
』
第
三
巻
、
一
九
七
〇
年
、
法
律
文
化
社
、

三
四
一
頁
、
初
出
・『
世
界
婦
人
』
第
一
号
、
一
九
〇
七
年
一
月
、
傍
線
引
用
者

（38）	

な
お
、
露
伴
「
供
食
會
社
」
と
の
関
連
を
言
う
も
の
で
は
な
い
が
、
横
田
順
彌
や
長
山

靖
生
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
（
横
田
順
彌
『
近
代
日
本
奇
想
小
説
史
』
ビ
ラ
ー
ル
プ
レ
ス
、
二
〇
一
一

年
、
九
六
三
頁
）（
長
山
靖
生
『
日
本
Ｓ
Ｆ
精
神
史
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
四
〇
頁
）、
大
部

分
を
江
見
水
蔭
が
書
き
、
星
新
一
の
父
・
星
一
名
義
で
出
版
さ
れ
た
星
製
薬
の
Ｐ
Ｒ
小

説
「
三
十
年
後
」
の
未
来
社
会
の
描
写
の
中
に
も
ご
く
わ
ず
か
だ
が
、
米
を
炊
い
て
配

達
す
る
会
社
が
登
場
し
て
い
る
。「『
米
飯
の
炊
立
て
も
味
噌
の
熱
い
の
も
皆
毎
朝
會
社

か
ら
配
達
す
る
様
に
成
つ
て
居
り
ま
す
米
飯
株
式
会
社
。
味
噌
汁
株
式
会
社
。
い
ろ

〳
〵
あ
り
ま
す
。』『
早
晩
そ
ん
な
事
に
成
ら
う
と
は
思
つ
て
ゐ
た
が
、
い
よ
〳
〵
其
時

代
に
成
つ
て
る
の
だ
ね
』」（
星
一
「
三
十
年
後
」
新
報
知
社
、
一
九
一
八
年
、
五
十
六-

五
十
七
頁
）。

（39）	

幸
田
露
伴
が
直
接
に
堺
利
彦
に
言
及
し
て
い
る
文
章
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
逆
に
、
若
い
こ
ろ
小
説
家
を
目
指
し
て
い
た
堺
は
、
自
身
の
「
崇
敬
」
し
た
作
家

と
し
て
、
尾
崎
紅
葉
、
樋
口
一
葉
の
ほ
か
に
露
伴
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
堺
利
彦
「
堺

利
彦
伝
」『
日
本
人
の
自
伝
９　

堺
利
彦
・
山
川
均
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
、
一
三
五

頁

（40）	

久
井
英
輔
「
第
二
章　
〈
中
流
〉
と
「
生
活
を
め
ぐ
る
啓
蒙
」
の
結
合　

明
治
後
期
・
大

正
前
期
に
お
け
る
理
念
的
・
実
践
的
展
開
の
概
観
」『
近
代
日
本
の
生
活
改
善
運
動
と

〈
中
流
〉
の
変
容　

社
会
教
育
の
対
象
／
主
体
へ
の
認
識
を
め
ぐ
る
歴
史
的
考
察
』
学
文

社
、
二
〇
一
九
年
。
山
下
泰
平
『
簡
易
生
活
の
す
す
め　

明
治
に
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な

最
高
の
生
き
方
が
あ
っ
た
！
』
朝
日
新
書
、
二
〇
二
〇
年

（41）	

前
掲
山
下
泰
平
『
簡
易
生
活
の
す
す
め
』
三-

七
頁

（42）	

上
司
小
剣
と
『
簡
易
生
活
』
に
関
し
て
は
、
特
に
、
以
下
の
二
つ
を
参
照
し
た
。
紅
野

敏
郎
「
上
司
小
剣　
『
簡
易
生
活
』
前
後
」『
一
九
一
〇
年
代　

文
学
史
の
園
』
青
英
舎
、

一
九
八
〇
年
、
六
十
三-

八
十
三
頁
。
森
崎
光
子
「
上
司
小
剣
の
習
作
時
代　

雑
誌
「
簡

易
生
活
」
を
中
心
に
」『
立
命
館
文
學
』
立
命
館
大
学
人
文
学
会
、
一
九
八
八
年
三
月
、

三
四
八-

三
六
一
頁
。

（43）	

幸
田
露
伴
「
修
省
論
」『
露
伴
全
集　

第
二
十
八
巻
』
岩
波
書
店
、
二
十
五
頁-

二
十
九

頁

（44）	

幸
田
文
「
す
が
の
」『
幸
田
文
全
集
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）
一
四
三-

一
四
四

頁

（45）	

前
掲
関
谷
『
幸
田
露
伴
の
非
戦
論
』、
一
七
八
頁

＊
本
稿
は
、
日
本
比
較
文
学
会
第
八
十
五
回
全
国
大
会
で
の
発
表
（
二
〇
二
三
年
六
月
）
に
基

づ
く
も
の
で
、
科
学
研
究
費
・
若
手
研
究
「
文
学
と
商
工
業
の
結
索
点
と
し
て
の
「
実
業
小

説
」　 
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に
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― 
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）
の
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一
部

で
あ
る
。
助
成
を
い
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だ
い
た
こ
と
に
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く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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The Dream of Communal Cooking in Koda Rohan’s “Kyoshi Kaisha”:
Childs Restaurants, Sakai Toshihiko, and the Idea of “Kan’i Seikatsu”

YOSHIDA Daisuke

Summary
KODA Rohan (幸田露伴, 1867-1947) is recognized not 

only for his fantastical works but also for his admiration of ra-
tional and innovative ideas. This paper explores “Kyoshi Kaisha” 
(「供食會社」, 1912) published in the final phase of his inten-
sive period of writing enlightening works for boys from 1889 to 
1912. Similar to his other contributions to Jitsugyo Shonen (『実
業少年』, Hakubunkan, 1908-1912), this story vividly discusses 
future ideas for commerce and the food-service industry. At the 
core of “Kyoshi Kaisha” is the theme of liberation from the bur-
dens of self-cooking. The two struggling students in the story 
envision the benefits of a large communal cooking company 
(“Dai Kyoshi Kaisha”) that could provide clean, high-quality 
food at low cost. At the end of their conversation, they declare 
their intention to start a company that delivers freshly cooked 

rice.
The paper first discusses how certain ideas in “Kyoshi Kaisha” 

represent an adaptation of the operational system used by 
Childs Restaurants in the United States, yet tailored to a Japa-
nese context as a delivery service of cooked rice. I then examine 
the historical precursors of this idea, specifically its earlier con-
sideration by the socialist thinker Sakai Toshihiko (堺利彦, 
1871-1933) in his work “Katei no Shin-Fumi” (『家庭の新風
味』, 1901-1902). Overall, this study aims to interpret “Kyoshi 
Kaisha” as a work that reflects the aspirations for communal 
cooking envisioned from both capitalist and socialist perspec-
tives. Finally, I will discuss how closely the idea of communal 
cooking is related to the contemporary trend of “Kan’i Seikat-
su”(簡易生活).
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